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地域支援課�
　21-1150�
農林課�
　21-1146�
�

森林は、あらゆる生物の命の源と言われ、
安全で安心な市民生活を支えるために必要
不可欠なものです。�
掛川市は、森林の公益的役割を守るため、
市民、団体、事業所、行政が協働で、山間
部、都市部、海岸部それぞれに適した森づ
くりの活動を通していのちを守る「希望の
森づくり」プロジェクトを推進しています。�

掛
川
市
の
面
積
の
約
4
割
を
�

し
め
る
森
林
�

�　
掛
川
市
の
総
面
積
は
2
万
6
5
6
3
ha
、

う
ち
42
・
73
％
に
あ
た
る
1
万
1
3
5
0

ha
が
森
林
で
す
。
ま
た
、
市
内
を
流
れ

る
川
の
多
く
が
掛
川
市
を
源
流
と
し
て

い
ま
す
。
�

　
戦
後
、
国
策
で
森
林
に
多
く
の
杉
や

ひ
の
き
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、

現
在
樹
齢
が
60
年
程
と
な
り
、大
き
く
な
っ

た
も
の
の
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
が
十
分

に
行
き
届
い
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
�

　
手
入
れ
が
行
わ
れ
な
い
森
で
は
、
木

は
光
を
充
分
に
浴
び
る
こ
と
が
で
き
ず
、

根
も
し
っ
か
り
張
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

下
草
も
生
え
ず
地
表
が
む
き
出
し
に
な

り
大
雨
な
ど
で
土
が
流
れ
や
す
く
な
り
、

土
砂
災
害
の
原
因
と
な
る
心
配
も
あ
り

ま
す
。
�

　
平
成
18
年
度
か
ら
静
岡
県
で
は
「
森

林
づ
く
り
県
民
税
」
を
活
用
し
た
「
森

の
力
再
生
事
業
」
が
は
じ
ま
り
、
掛
川

市
で
も
間
伐
な
ど
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
主
が
近
く
に
住
ん
で
い
な
い
、

ま
た
は
、
お
金
を
か
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
の
理
由
で
、
手
が
入
ら
な
い

山
林
も
あ
り
、
引
き
続
き
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
�

�防
風
、砂
防
、産
業
な
ど
、�

生
活
を
守
っ
て
き
た
海
岸
防
災
林
�

�　
大
須
賀
町
誌
（
昭
和
55
年
発
行
）
に
よ

る
と
、
「
国
道
1
5
0
号
線
の
南
側
の
松

林
は
お
よ
そ
70
年
前
に
（
今
か
ら
約
１
０

０
年
前
）
に
植
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
、

地
域
住
民
の
手
で
管
理
が
行
わ
れ
、
砂
の

飛
散
防
止
を
目
的
と
し
た
「
ソ
ダ
」
竹
で

編
ん
だ
す
だ
れ
を
立
て
る
作
業
と
、
松
の

植
樹
を
合
わ
せ
て
「
ソ
ダ
立
て
」
と
言
い
、

何
年
か
に
一
度
、
地
域
ご
と
に
実
施
さ
れ

て
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
松
林
は
、
風
、

砂
か
ら
生
活
を
守
る
と
と
も
に
、
植
樹
し

た
砂
丘
の
間
に
開
か
れ
た
耕
地
は
、
農
作

物
の
栽
培
に
は
適
地
と
な
っ
た
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
�

　
海
岸
の
松
林
は
、
生
活
を
守
り
、
農
作

物
な
ど
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
は
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被
害
な

ど
に
よ
り
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
�

�
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平
成
18
年
〜
25
年
で
１
5
4
8
ha
実
施
�

�

間伐ではおおむね30～40%の木を間引きます。
倒された木は等高線に沿って並べられ、土の流出
を抑えます。こうすることで、間伐前は、暗く草
も生えていなかった森林に、光が地面にまで差し
込み、草が生え、緑の森林によみがえります。�
間伐は、条件によっては山林保有者の負担な

く実施できる制度もありますのでご相談ください。�
農林課林業振興係（　21-1146）�

Before

After

海岸防災林の整備�
�
�
�
�
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①
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①
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①
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②
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②
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②
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③
海
岸
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林
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生
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�

　
　
　
　（
掛
川
掛
川
モ
デ
ル
）事
業
事
業
�

③
海
岸
防
災
林

③
海
岸
防
災
林
の
再
生
再
生
�

　
　
　
　（
掛
川
掛
川
モ
デ
ル
）事
業
事
業
�

③
海
岸
防
災
林
の
再
生
�

　
　（
掛
川
モ
デ
ル
）事
業
�

④
育
苗
事
業

④
育
苗
事
業
�

④
育
苗
事
業

④
育
苗
事
業
�

④
育
苗
事
業
�

・小学校、福祉施設�
　さまざまな団体による�
　苗木づくり�

・間伐による森林保全�
・林業の振興�

・公園、街路樹など�
　の都市緑化�

・行政、企業、市民協働�
　による防災林の整備�
　（植樹と育樹）�

静岡県第4次被害想定レベル2の津波予想高の津波に対応した、
命を守る「海岸防災林」の整備を官民協働で進めます。�
（※詳しくは、広報8月号10ページをご覧ください）�

本年度は沖之須区において約3haの施工を実施します。�

森
づ
く
り
は
�

人
を
つ
な
ぎ
、人
を
育
て
る
�

�　
健
全
な
森
林
は
、
治
山
治
水
や
大
気

中
の
C
O
2
を
削
減
す
る
な
ど
、
自
然
環

境
を
保
全
し
ま
す
。
加
え
て
、
海
岸
林

は
津
波
を
減
衰
さ
せ
、
公
園
の
緑
地
や

街
路
樹
な
ど
は
火
災
の
延
焼
を
食
い
止

め
る
な
ど
、
防
災
面
で
も
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
近
年
発
生
す
る
自
然
災
害

は
大
規
模
化
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

森
林
の
役
割
の
重
要
性
が
改
め
て
見
直

さ
れ
、
全
国
各
地
で
植
樹
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
平
成
元
年
、
赤
潮
の
発
生
で
養
殖
カ

キ
が
不
漁
と
な
っ
た
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
、

漁
師
が
海
の
再
生
の
た
め
、
大
漁
旗
を
持
っ

て
川
の
上
流
域
に
植
樹
を
実
施
。
川
上

と
川
下
に
住
む
人
も
協
力
す
る
よ
う
に

な
り
、
美
し
い
森
と
、
お
い
し
い
カ
キ

が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
「
森
は
海
の
恋
人
」

と
い
う
言
葉
を
生
ん
だ
、
こ
の
山
と
海

の
連
携
し
た
森
づ
く
り
は
、
人
の
心
も

つ
な
い
だ
の
で
す
。
�

　
森
づ
く
り
は
「
生
命
の
尊
さ
」
、
「
山

と
海
、
自
然
の
つ
な
が
り
」
を
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
ま
さ
に
「
人
づ
く
り
」
。

貴
重
な
森
林
と
い
う
財
産
を
未
来
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。
�

い
の
ち
�
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森を育てていく　森の手入れをする�

難しいことじゃなく、自分のできる方法で・・・。�

使命感だけでなく、楽しみながら取り組んでいる方、若手の心意気。�

森に携わる方の「声」を聞きました。�

�

森を育てていく　森の手入れをする�

難しいことじゃなく、自分のできる方法で・・・。�

使命感だけでなく、楽しみながら取り組んでいる方、若手の心意気。�

森に携わる方の「声」を聞きました。�

�

声�声�声�

苗
木
を
通
じ
て
障
が
い
者
の
自
立
と
就
労
を
拡
大
�

 

掛
川
工
房
つ
つ
じ
施
設
長
　
滝
口
裕
二
さ
ん
�

����

現在1,000本の苗木を育成中。�
水やりや草取りなどの軽作業は、他
の仕事の間に良いアクセントとなっ
ているそうです。�

一
流
の
技
術
者
を
目
指
し
て
�

 

掛
川
市
森
林
組
合
　
山
田
紘
也
さ
ん
�

��

ひ
ろ
�
や
�

大
学
を
出
て
森
林
組
合
に
就
職
し
3
年

に
な
り
ま
す
。
大
学
で
の
専
攻
は
「
経
営
」
。

林
業
と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）
。

も
と
高
校
球
児
で
、
体
力
は
自
信
が
あ
り

ま
し
た
が
、
最
初
は
き
つ
か
っ
た
で
す
。

体
が
慣
れ
る
の
に
2
〜
3
か
月
か
か
り
ま

し
た
。
山
か
ら
は
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
の

風
景
が
違
っ
て
見
え
た
こ
と
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
�

免
許
を
取
っ
た
6
月
下
旬
、
初
め
て
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
い
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
の
仕

事
を
見
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
全
然

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
も
日
々
勉
強

で
す
。
�

で
も
、
作
業
が
難
し
い
か
ら
こ
そ
、
上

手
に
で
き
た
と
き
は
う
れ
し
い
し
、
ち
ょ
っ

と
は
成
長
し
た
か
な
と
思
う
瞬
間
が
こ
の

仕
事
の
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
�

私
た
ち
は
森
の
プ
ロ
で
す
か
ら
、
木
材

は
も
ち
ろ
ん
、
森
も
美
し
く
仕
上
げ
て
地

主
さ
ん
に
お
渡
し
す
る
ん
だ
と
上
司
か
ら

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
技
術
を
向
上
さ
せ
、

人
と
し
て
も
向
上
し
て
い
き
た
い
で
す
。
�

休
日
は
…
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

や
っ
ぱ
り
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
（
笑
）
。
�

�

私
た
ち
の
施
設
は
障
害
者
就
労
継
続
支

援
B
型
事
業
所
と
い
う
、
一
般
の
企
業
な

ど
で
働
く
事
が
難
し
い
障
が
い
を
持
た
れ

た
方
に
、
「
作
業
を
通
し
て
就
労
支
援
」

を
行
う
通
所
の
施
設
で
す
。
主
に
祭
典
用

の
の
き
花
や
縫
製
品
を
手
作
り
し
て
い
ま

す
。
�

そ
の
人
に
合
っ
た
仕
事
を
模
索
し
な
が

ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
行
う
事
で
、

少
し
で
も
全
体
の
作
業
収
益
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
、

い
の
ち
を
守
る
「
希
望
の
森
づ
く
り
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
植
樹
し
た
森
の
除
草
作

業
の
お
仕
事
を
い
た
だ
き
、
こ
の
4
月
か

ら
苗
木
の
育
成
も
始
め
ま
し
た
。
�

根
を
詰
め
た
お
仕
事
が
多
い
室
内
作
業

と
異
な
り
、
土
と
触
れ
合
う
仕
事
は
、
就

労
を
通
し
た
エ
コ
活
動
で
、
や
が
て
命
を

守
る
大
事
な
木
と
な
る
未
来
に
つ
な
が
る

大
切
な
お
仕
事
と
い
う
意
味
合
い
を
利
用

者
に
伝
え
な
が
ら
苗
木
を
育
て
て
い
ま
す
。
�

�
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①植樹イベントなどに参加して、森を育てる。�

　（植樹・下草刈りなどできる方法で…）�

②住宅を建てる方は県産材を使用してみる。�

　※県産材の使用には補助金があります。�

③国産材でできた家具を購入する。�

④森を所有している方は、補助金などを活用して�

　間伐などの森林整備を実施をする。�

個人でできる森を守る取り組み�
～できる範囲で取り組んで～�

�

　
生
ま
れ
、
育
ち
は
福
岡
な
ん
で
す
。
仕

事
の
関
係
で
8
年
前
に
掛
川
市
民
に
な
り

ま
し
た
。
も
と
も
と
自
然
が
好
き
で
、
植

樹
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
加
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の
活
動
に

出
会
い
ま
し
た
。
山
や
森
っ
て
、
素
人
一

人
で
は
ち
ょ
っ
と
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
専
門
家
の
人
た
ち

と
一
緒
に
で
き
る
の
で
安
心
で
す
。
失
礼

で
す
が
年
齢
も
大
き
い
方
ば
か
り
で
、
こ

の
道
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
方
も
い
ま
す
。

最
初
は
自
分
の
存
在
を
認
め
て
も
ら
い
た

い
と
、
結
構
一
生
懸
命
で
し
た
。
�

　
作
業
で
は
汗
だ
く
、
泥
ま
み
れ
に
な
り

ま
す
が
、
楽
し
い
で
す
。
会
社
員
な
の
で
、

活
動
は
週
末
や
、
仕
事
が
休
み
の
時
に
限

ら
れ
ま
す
が
、
い
い
気
分
転
換
に
な
っ
て

い
ま
す
。
僕
に
と
っ
て
森
の
作
業
は
、
釣

り
や
野
球
を
す
る
の
と
同
じ
。
お
金
が
か

か
ら
な
い
の
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
（
笑
）
。
�

　
こ
の
ク
ラ
ブ
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

夢
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

生
ま
れ
育
っ
た
福
岡
と
こ
こ
が
つ
な
が
る

と
い
い
な
と
い
う
こ
と
。
思
い
は
遠
く
か

ら
返
す
と
い
う
か
、
お
世
話
に
な
っ
た
人

に
恩
返
し
を
し
た
い
。
こ
の
倉
真
の
山
か

ら
何
か
で
き
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

NPO時ノ寿の森クラブは、掛川
市北部山間地（倉真地区）で森林
再生事業を行っている団体です。
写真は同会の「森の集会所」。毎
週土・日・月の3日間はcafeも営
業中。詳しくはホームページをご
覧ください。�

週
末
の
森
の
作
業
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
�

 

N
P
O
法
人
時
ノ
寿
の
森
ク
ラ
ブ
　
柴
藤
昌
隆
さ
ん
�

�����

と
き
�

し
ば
�
と
う
�
ま
さ
�
た
か
�

の
�

す
�

特集　森に抱かれて生きる�

一歩踏み出す�
秋の「希望の森づくり」イベント�

「森づくりへの参加」というと「大
変そう」と思うかもしれませんね。�
イベントは、ちょっと踏み出すきっ

かけにぴったりです。気軽に参加して、
あなたの第一歩を踏み出しましょう。�

と　き　10月26日（日）午前9時から�
ところ　中東遠総合医療センター内�
　　　　希望の森（菖蒲ヶ池）�
内　容　1,000本の広葉樹の苗木を希望の
　　　森に植樹します。�

主　催　掛川市・NPO法人時ノ寿の森クラブ�
助　成　国土緑化推進機構�
その他　申し込みは不要、直接会場へ。�
     　　作業のできる服装でお越しくださ
　　　い。スコップやショベルなど、
　　　ある方はお持ちください。�

　森づくりに取り組む自治体・企業・団
体が、全国から集まり事例発表などを行
います。将来のビジョンを語り、「森づ
くりによる安全安心な都市づくり」を全
国に発信します。�
1日目　全国サミット�
（11/28） 掛川グランドホテル（亀の甲）�
　　　 ・首長による意見交換会など�
2日目　シンポジウム�
（11/29） 文化会館シオーネ（大坂）�
　　　 ・森づくりに取り組む団体による�
　　　　 事例発表�
　　　 ・宮脇昭さん（横浜国立大学名誉�
　　　　 教授）基調講演�
　　　 ・記念植樹祭�
※申し込み方法など詳細は、広報かけが
わ11月号にチラシを折り込みます。�
�

中東遠総合医療センター植樹祭�
�

森づくりを未来につなげる�
全国サミット＆シンポジウム�
11月28日（金）・29日（土）�

�

�
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掛
川
市
は
、
在
宅
医
療
、
在
宅
介
護
、
生
活
支
援

を
柱
に
、
地
域
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
問

題
を
、
多
職
種
が
連
携
し
支
援
す
る
地
域
拠
点
と
し

て
、
市
内
5
か
所
に
地
域
健
康
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ふ
く
し
あ
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
�

地域医療推進課�
（　21-1324）�
�

▲原泉地区高齢者サロンでの「西部ふくしあ出張健康相談」（6月25日）�
�
�

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護�

　
相
談
先
に
迷
っ
た
ら
、
ま
ず
「
ふ
く
し
あ
」
へ�
�

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
最

期
ま
で
暮
ら
し
た
い
。
こ
の
当
た
り

前
と
も
思
え
る
願
い
は
、
生
活
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
叶
え
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
介

護
、
病
気
や
障
が
い
、
失
業
な
ど
の

問
題
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

複
雑
化
し
て
生
活
が
困
難
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
�

平
成
22
年
10
月
か
ら
設
置
が
始
ま
っ

た
地
域
健
康
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ

く
し
あ
」
は
、
多
く
の
人
が
望
む
在

宅
生
活
を
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介

護
の
視
点
か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
、
ま
た
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
�

こ
の
「
ふ
く
し
あ
」
に
は
、
行
政
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
官
民
複
合
の
4
つ
の
業
種

が
一
つ
の
部
屋
に
同
居
し
て
い
ま
す
。
�

こ
れ
に
よ
り
、
年
齢
や
状
態
な
ど

に
よ
っ
て
窓
口
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
相
談
の

入
り
口
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
総
合
相

談
・
支
援
窓
口
の
役
割
を
担
い
、
4

つ
の
業
種
の
専
門
性
と
役
割
分
担
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
相
談
の

内
容
に
応
じ
た
支
援
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
�

「
ふ
く
し
あ
」
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
市
の
保
健
師
が
配
置

さ
れ
、
若
年
層
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

生
活
や
身
体
状
況
な
ど
重
症
化
さ
せ

な
い
予
防
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
保

平成27年4月 中部ふくしあ完成�
�
「ふくしあ」は市内5か所に整備する計画で、現在は

東部、西部、大東、大須賀に配置されています。残り1

つ「中部ふくしあ」は、旧掛川市立病院跡地「希望の丘」

に来年4月、開設予定です。�

平成27年度からは、5つのふくしあで、みなさんの在

宅生活を応援していきます。学生は困れば保健室へ相談

に行きますが、社会人は相談する先がなくなります。「ふ

くしあ」は地域の保健室。お気軽にご相談ください。�

南部大東ふくしあ�

神谷小夜子  所長�

�
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地
域
密
着
型
の
拠
点
・
支
援
だ
か
ら
こ
そ
、�

　
地
域
の
み
ん
な
と
二
人
三
脚
で
課
題
解
決
へ�

��

健
師
の
活
動
は
、
直
接
顔
を
合
わ
せ

て
声
を
聞
く
機
会
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
各
地
域
に
配
置
さ
れ
た

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
そ
の
機

会
が
増
え
、
早
期
に
支
援
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

　
「
ふ
く
し
あ
」
の
魅
力
は
何
と
い
っ

て
も
、
地
域
密
着
型
と
い
う
こ
と
。

市
内
5
か
所
に
配
置
さ
れ
、
市
職
員

や
各
ジ
ャ
ン
ル
の
専
門
家
が
住
民
の

近
く
に
い
る
こ
と
で
、
地
域
の
こ
と

を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
の
な
か

の
人
の
流
れ
や
近
所
付
き
合
い
、
家

族
付
き
合
い
な
ど
の
特
色
を
踏
ま
え

た
支
援
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
�

　
ま
た
、
訪
問
活
動
を
重
視
し
て
い

る
の
で
、
き
め
細
や
か
な
状
況
の
把

握
や
支
援
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
利
点
を
活
用
し
、

昨
年
度
か
ら
「
南
部
大
東
ふ
く
し
あ
」

で
は
、
大
東
区
域
の
福
祉
・
介
護
・

医
療
関
係
者
や
民
生
委
員
、
市
民
団

体
な
ど
が
定
期
的
に
集
ま
り
、
災
害

時
対
応
や
地
域
内
連
携
な
ど
の
意
見

交
換
を
す
る
「
大
東
地
域
の
連
携
を

考
え
る
会
「
つ
な
ぐ
会
」
」
を
開
催
。

地
域
性
を
生
か
し
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
�

　
「
ふ
く
し
あ
」
は
地
域
密
着
型
の

拠
点
だ
か
ら
こ
そ
、
個
人
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
、
地
域
の
課
題
に
地
域
と

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
ま

す
。
地
域
の
見
守
り
、
心
配
な
家
庭
、

将
来
の
健
康
不
安
な
ど
、
み
ん
な
で

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
�

第7地区民生委員�

澤木ひとみさん（西大渕）�

�

若
い
方
も
高
齢
の
方
も
、
「
ふ
く
し
あ
」
で
解
決
の
糸
口
探
し�

�

民生委員になる前は、「ふくしあ」が

どんなところなのか知りませんでした

し、「ふくし」という言葉が、高齢者の相

談窓口というイメージがありました。�

実際に地域の相談を受けると、若い

方でも高齢の方でも、課題が複雑化し

ていることがあります。そんなとき「ふ

くしあ」に相談すると、年齢に関係なく、

さまざまな業種の方との連携をとって、

一緒に支援方法を考えてくれます。も

ちろん、相談に関する秘密は厳守で。�

近所や知人で心配な方もいると思い

ますが、課題を持っている人も、それを

心配する人も、一人で抱え込みやすい

ですから、まずは「ふくしあ」に足を運

んでもらいたいですね。解決の糸口探

しに行くと、一人じゃないんだという

安心感をもらえますから。�

▲「南部大東ふくしあ」が主催している連携強化の�
　ための「つなぐ会」。「ふくしあ」の最大の強みは、�
　行政や専門職、地域とのネットワークといえます。�
�
�

大須賀�

西部�
東部�

中部�

大東�

東部ふくしあ 　61-2900�
（薗ヶ谷881-1）�
対象地区�
　掛川第一、第二、�
　西山口、東山口、�
　日坂、東山、粟本、�
　城北、倉真�
�

南部大東ふくしあ�
　72-1116 （三俣620）�
対象地区：大東区域�
�

西部ふくしあ 　29-5977�
（下垂木1270-2）�
対象地区�
　桜木、原泉、西郷、�
　和田岡、原谷、原田�
�

南部大須賀ふくしあ�
　48-1007 （西大渕100）�
対象地区：大須賀区域�

中部ふくしあ�
　平成27年4月、�
　旧掛川市立総合病院�
　跡地「希望の丘」に�
　開設予定�
対象地区�
　掛川第三、第四、第五、�
　曽我、西南郷、南郷、上内田�
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11

月

15

日

に

文

化

会

館

シ

オ

ー

ネ

で

開

催

さ

れ

る

「

か

け

が

わ

教

育

の

日

」

を

前

に

、

掛

川

市

が

進

め

る

教

育

方

針

や

取

り

組

み

を

知

り

、

教

育

の

大

切

さ

を

再

認

識

し

て

み

ま

せ

ん

か

。

�

市

教

育

委

員

会

は

「

「

夢

実

現

に

向

か

う

、

心

豊

か

で

凛

と

し

た

市

民

」

の

育

成

」

を

教

育

の

基

本

目

標

に

掲

げ

、

市

民

総

ぐ

る

み

の

教

育

を

進

め

る

た

め

に

3

つ

の

振

興

策

を

宝

と

し

て

、

か

け

が

わ

型

の

特

色

あ

る

教

育

を

推

進

し

て

い

ま

す

。

�

中
学
校
区
学
園
化
構
想
と
は
、

市
内
に
9
つ
あ
る
中
学
校
区
を
「
学

園
」
と
呼
び
、
地
域
や
各
種
団
体
、

保
護
者
、
学
校
の
代
表
者
な
ど
で

組
織
す
る
子
ど
も
育
成
支
援
協
議

会
が
中
心
に
な
っ
て
、
地
域
の
人

材
や
環
境
、
文
化
な
ど
を
生
か
し

た
活
動
を
地
域
と
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
仕
組
み
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
�

各
学
園
内
に
あ
る
保
育
園
、
幼

稚
園
、
幼
保
園
、
小
学
校
、
中
学

校
が
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も
の

発
達
段
階
に
応
じ
た
一
貫
性
の
あ

る
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
方
が
ど
の
家
の
子
も
地
域

の
子
と
考
え
、
園
・
学
校
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
健
や
か

に
育
ん
で
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
�

掛
川
市
は
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
の
み
ん
な
が
教
育
に
関
わ
れ
る

開
か
れ
た
仕
組
み
を
つ
く
り
、
か

け
が
わ
型
の
教
育
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
広
い
人
間
関
係
づ
く
り
に
つ

な
げ
ま
す
。
�

　和田岡小学校「昔のあそび体験」
（7月17日）。学校で経験できな
いことは地域の方が講師に。児童
は体を使った遊びに目を輝かせた。
　平成25年度、各園・学校支
援ボランティア活動延べ人数は
28,474人にも上る。�
�

第
8
回
か
け
が
わ
教
育
の
日
�

�と
き
　
　
11
月
15
日
（土）
�

　
　
 
　
午
前
9
時
〜
11
時
30
分
�

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
シ
オ
ー
ネ
�

　
　
　
　（
大
坂
）�

【
第
一
部
】
（
午
前
9
時
〜
）
�

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
�

　
倉
真
小
「
金
次
郎
を
知
る
会
」
�

・
実
践
発
表
�

　
中
学
校
区
学
園
化
構
想
�

　
北
中
学
校
区
子
ど
も
育
成
支
援
�

　
協
議
会
（
冀
北
学
園
）
�

き
�
ほ
く
�

　教育政策室教育企画係�
（　21-1109）�

「
か
け
が
わ
教
育
の
日
」
は
、

市
民
が
教
育
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
が
自

分
の
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
考
え

る
機
会
に
な
る
こ
と
を
狙
い
に
、

大
人
や
地
域
に
向
け
て
発
信
し
て

い
ま
す
。
�

ま
た
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
が

強
い
絆
と
深
い
信
頼
で
結
ば
れ
、

市
民
総
ぐ
る
み
で
掛
川
市
の
教
育

を
考
え
る
契
機
に
も
し
て
い
ま
す
。
�

本
年
度
は
、
「
大
切
に
し
よ
う

家
族
の
会
話
　
広
め
よ
う
我
が
家

き
ず
な
�
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家
庭
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
家

族
団
ら
ん
の
重
要
性
を
再
認
識
し

て
も
ら
お
う
と
、
市
教
育
委
員
会

は
平
成
26
年
1
月
に
「
か
け
が
わ

お
茶
の
間
宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
�

人
づ
く
り
の
土
台
は
家
庭
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
家
族
が
集
う
「
お

茶
の
間
」
の
役
割
を
再
確
認
し
て

い
く
こ
と
で
、
家
族
団
ら
ん
か
ら

生
ま
れ
る
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
�

こ
の
宣
言
の
特
徴
は
、
「
こ
う

な
っ
た
ら
い
い
な
」
と
思
う
も
の

を
ま
と
め
、
家
庭
で
の
実
践
を
呼

び
か
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
「
理

想
の
お
茶
の
間
像
」
を
市
民
に
公

募
し
た
と
こ
ろ
4
2
3
4
人
の
応

募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
「
昔
の

話
、
昔
の
遊
び
、
祖
父
母
に
教
わ

る
ほ
の
ぼ
の
「
お
茶
の
間
」
」
、

「
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
「
お
か

え
り
な
さ
い
」
で
温
ま
る
心
　
こ

こ
が
私
の
帰
る
場
所
」
な
ど
の
10

項
目
を
選
び
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
�

ど
れ
も
家
庭
・
家
族
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
も

の
で
、
家
庭
や
家
族
の
温
か

さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
�

核
家
族
化
が
進
む
な
か
、

大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
も

家
庭
で
の
会
話
を
望
ん
で
い

ま
す
。
“
家
族
の
笑
顔
は
、あ

な
た
の
家
の
お
茶
の
間
か
ら
”
�

�

毎週2回、北中学校
（地域連携室）に来
校し、北中学校区の
地域と学校のパイプ
役として園・学校支
援活動のとりまとめ
を行う。�

・
「
世
界
一
短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
優
秀
作
品
の
表
彰
�

【
第
二
部
】
（
午
前
10
時
20
分
〜
）
�

・
基
調
講
演
　
藤
田
弓
子
さ
ん
�

　
「
大
切
に
し
よ
う
家
族
の
会
話
」
�

������・
か
け
が
わ
お
茶
の
間
宣
言
の
唱
和
�

コーディネーターにな

り4か月しか経っていませ

んが、地域の力には驚い

ています。�

その地域全体が、自分

の家の子だけではなく、

地域の家の子も育てよう

とする気持ちを持っても

らえたら、すごい力にな

ると思います。見守るだ

けでも、あいさつするだ

けでも子どもに関わって

もらいたいですね。�

一期一会。せっかくな

ら、新しい出会いを楽し

んでもらえたらと思いま

す。「かけがわ教育の日」

参加して、新しい一歩を

踏み出してみてください。�

大鐘信彦さん一家のお茶の間（大渕）�大鐘信彦さん一家のお茶の間（大渕）�
�

「お茶の間�
宣言10項目�
はこちら」�

冀北学園�
地域コーディネーター�
浅井正子さん�
（下西郷区）�

�

き�ほく�

の
お
茶
の
間
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す
。
基
調
講
演
に
は
、

女
優
で
県
声
掛
け
運
動
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
（
大
使
）
を
務
め
る
藤
田
弓

子
さ
ん
が
、
家
庭
教
育
の
重
要
性

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
�

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
我
が
家
の

家
庭
教
育
の
あ
り
方
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
地
域
が
関
わ
る
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
を
再
認
識
し
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
家
庭
・
地

域
で
の
活
動
に
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

9
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10年連続産地賞の快挙�

�

10年連続産地賞の快挙�

�
～良質茶を生産する農家の層の厚さ光る～�

�
～良質茶を生産する農家の層の厚さ光る～�

�

全国茶品評会�

�

全国茶品評会�

�

掛
川
市
は
、
深
蒸
し
煎
茶
の
部

（
個
人
の
部
）
で
、
最
高
位
と
な

る
農
林
水
産
大
臣
賞
こ
そ
他
の
県

内
産
地
に
譲
っ
た
も
の
の
、
上
位

10
位
以
内
を
掛
川
市
か
ら
の
出
品

者
7
団
体
で
占
め
る
な
ど
、
全
体

と
し
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
見

事
、
市
町
村
に
贈
ら
れ
る
産
地
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
�

ま
た
、
1
〜

3
等
の
上
位
34

位
内
に
、
掛
川

市
内
か
ら
出
品

さ
れ
た
14
点
が

入
賞
し
ま
し
た
。
�

「
産
地
賞
」

は
、
茶
種
ご
と

に
審
査
成
績
が

優
秀
な
市
町
村

に
贈
ら
れ
る
賞

で
、
同
一
の
市

町
村
か
ら
3
点
以
上
の
出
品
が
あ

り
、
審
査
成
績
の
上
位
3
点
の
合

計
審
査
点
で
決
ま
り
ま
す
。
今
回

の
成
績
は
、
お
茶
処
・
掛
川
と
し

て
良
質
茶
を
生
産
す
る
農
家
の
層

の
厚
さ
が
光
る
結
果
と
な
り
、
お

茶
生
産
者
ら
も
こ
の
快
挙
に
沸
き

ま
し
た
。
�

８
月
７
日
に
は
日
本
貿
易
振
興

機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
か
ら
、
平
成

27
年
5
月
か
ら
イ
タ
リ
ア
で
開
催

さ
れ
る
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
へ
の

参
加
自
治
体
と

し
て
世
界
農
業

遺
産
「
静
岡
の

茶
草
場
農
法
」

の
出
展
が
正
式

に
公
表
さ
れ
る
な
ど
、

朗
報
が
続
き
ま
す
。
�

今
後
も
、
世
界
農
業

遺
産
の
あ
る
、
高
品
質

な
お
茶
の
産
地
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
深

蒸
し
掛
川
茶
」
を
国
内

外
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

掛
川
茶
の
消
費
拡
大
と
お
茶
業
界

の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
�

�

朗
報
続
く
！
�

深
蒸
し
掛
川
茶
を
�

国
内
外
に
発
信
！
�

��

8
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で
宮
崎
県
で
行
わ
れ
た
「
第
68
回

全
国
茶
品
評
会
」
で
、
掛
川
市
が
「
深
蒸
し
煎
茶
の
部
」

で
見
事
、
10
年
連
続
、
通
算
18
回
目
と
な
る
産
地
賞
を
受

賞
し
、
過
去
最
多
の
連
続
受
賞
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
�

 自家用 7,200円 10,800円 12,900円�

 営業用 5,500円 6,900円 8,200円�

 自家用 4,000円 5,000円 6,000円�

 営業用 3,000円 3,800円 4,500円�

�

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
で
原
付
バ
イ
ク
、
軽

二
輪
、
小
型
二
輪
、
小
型
特
殊

自
動
車
、
軽
四
自
動
車
な
ど
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
市
税
で
、

こ
の
ほ
ど
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
市
税
条
例
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
�

新
し
い
税
率
は
、
平
成
27
年

4
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
登
録

後
13
年
を
経
過
し
て
い
る
車
両

は
重
課
税
率
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
�

※
重
課
税
率
は
、
電
気
自
動
車
・

天
然
ガ
ス
車
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
カ
ー
な
ど
は
対
象
外
で
す
。
�

　市税課�
（　21-1138）�
�

軽
自
動
車
税
率
変
更
�

平
成
27
年
4
月
1
日
改
正
�

��
◎原付バイク、軽二輪、小型二輪、小型特殊など�
�

◎軽四自動車・三輪など�
�

※自動車検査証の初度検査年月が登録の基準となります。�

 車種  現行 改正後�
� 原付 50cc以下 1,000円 2,000円�
       50cc超90cc以下 1,200円 2,000円�
       90cc超125cc以下 1,600円 2,400円�
       ミニカー 2,500円 3,700円�
 軽二輪 125cc超250cc以下 2,400円 3,600円�
 小型二輪 250cc超 4,000円 6,000円�
 小型特殊 農耕作業用 1,600円 2,400円�
           その他 4,700円 5,900円�
 雪上車  2,400円 3,600円�
�

重課税率�

車種� H27.3.31�
までの登録車�

H27.4.1�
以降の登録車�

登録後13年経過�
（平成28年度～）�

� 三輪 3,100円 3,900円 4,600円�
�

四輪�
以上�
�

乗
用�

貨
物�

お茶振興課（　21-1216）�お茶振興課（　21-1216）�
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広報かけがわH26.10

接種期間�
　10月1日（水）�
　～平成27年1月31日（土）�
�
�

高齢者�
インフルエンザ�
予防接種�
はじまります�
�

　保健予防課（　23-8111）�

�

10/30（木）～12/22（月）まで�
�
�
�

　
6
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
市
の

検
診
は
、
11
月
に
終
了
し
ま
す
（
一

部
婦
人
科
検
診
を
除
く
）
。
�

　
受
診
票
（
大
腸
が
ん
検
診
の
場

合
は
検
査
容
器
）
を
お
持
ち
の
方

で
、
今
年
度
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
期
間
内
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
�

　
な
お
、
今
年
度
の
検
診
申
し
込

み
受
け
付
け
は
終
了
し
ま
し
た
。

来
年
度
の
検
診
申
し
込
み
は
1
月

か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
�

�受
診
さ
れ
な
い
方
は
連
絡
を
�

�　
受
診
票
を
お
持
ち
で
受
診
さ
れ

な
い
方
は
、
未
受
診
理
由
と
来
年

度
の
受
診
希
望
に
つ
い
て
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
�

が
ん
検
診
�

受
け
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
�

��

保
健
予
防
課
（
 
23-

8
1
1
1
）
�

�

 検診名 予備日 受付時間 会場�

�肺がん・結核� ①11/  4（火）�
②11/13（木）�
�

①  9：00～10：30�
②12：00～13：30�
�

徳育※�
�

胃がん�
11/  7（金）�
11/13（木）�
11/14（金）�
�

8：30～9：30�
�

掛川※�前立腺がん�

肝炎ウイルス�

①10/17（金）�
②10/30（木）�
③11/  7（金）�
④11/18（火）�

①②③�
　13：00～14：30�
④  9：00～10：30�
�

骨粗しょう症�
�

10/  6（月）� 13：00～14：00�
�歯周疾患� 終了しました�

大腸がん�
�

【検査容器購入方法】　�
　肺がん･結核検診会場、胃がん検診会場�
　および掛川医療センターで11/14（金）まで�
　購入できます（410円。無料クーポン券をお�
　持ちの方は引き換え）。�
【便の提出】�
　11/28（金）16：30までに掛川医療センター�
　玄関前専用ポスト、大東支所、大須賀支所�
�

※徳育＝徳育保健センター　掛川＝掛川医療センター�
�
� 検診名 会場 受診期間�
�

子宮頸がん�
�

10/30（木）～12/22（月）まで�
�

中東遠総合�
医療センター�

�

中東遠総合�
医療センター�

�

10/30（木）まで�
※事前に予約�
�

1/29（木）まで�
※10/31（金）までに予約�

市内�
指定医療機関�

�

10/31（金）まで�
（無料クーポン券をお持ちの�
方は1/31（土）まで）�
�検診車�

�

検診車�
�

乳がん�
�

※詳しくは、受診票に同封した案内をご覧ください。�
�
�

注） 10月1日から水ぼうそうと高齢者肺炎球菌の�
 予防接種の定期接種も始まります。対象者に�
 は個別通知で予診票を送付しています。�

高齢者はインフルエンザにかかると、肺炎などの
合併症を引き起こす可能性が高く、重症になりや
すいといわれています。予防接種を受けましょう。�

■助成対象者�
　①65歳以上の市民�
　②60歳以上65歳未満の市民で、心臓・腎臓・呼 
　　吸器の機能障害、HIV（人免疫不全ウィルス）
　　の免疫機能障害で身体障害者手帳1級の方お
　　よび同等以上の方�
　※入院・入所されている方は、各施設の主治医
　　と相談し、病状など考慮しながら予防接種を
　　受けてください。�

■自己負担金�
　1,300円（1人につき年度内1回の助成あり）�
　※2回目以降は全額自費になります。�
　※生活保護受給世帯の方は、予防接種の前に�
　　福祉課（　21-1140）へ連絡してください。�

■持ち物�
　①予診票（ある方のみ）�
　②自己負担金1,300円�
　③身分証明書（免許証、保険証など）�
　④60歳以上65歳未満の方は、身体障害者手帳�
　　または診断書�
　⑤生活保護受給世帯の方は、予防接種実費不�
　　徴収証明書�

■申込方法�
　・かかりつけ医療機関へ事前に予約�
　・かかりつけ医療機関が掛川市の指定医療機関
　　でなかった場合は保健予防課まで連絡�
�

※流行前に抵抗力をつけるため、できるだけ12月
　までに接種を受けてください。�
※予診票は指定医療機関にあります（個別郵送は
　しません）。�
※シニアクラブ会員の方は、別に配布しています。�
※肺炎球菌予防接種とは異なります。�



掛
川
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、

現
在
23
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
�

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

市
民
の
健
康
増
進
や
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
の
た
め
に
教
室
を
開
催
し
た

り
、
地
域
へ
講
師
と
し
て
出
向
い

た
り
し
て
い
ま
す
。
�

�
講
師
派
遣
活
動
�

地
域
（
団
体
）
か
ら
の
依
頼
に

応
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が

講
師
と
し
て
出
向
き
、
実
技
指
導

や
助
言
を
行
い
ま
す
。
�

�
各
種
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
�

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
勝
敗
よ

り
も
、
誰
も
が
、
い
つ
か
ら
で
も
、

い
つ
ま
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
体
力
向
上
や
健
康
維
持
、

介
護
予
防
な
ど
、
幅
広
く
楽
し
む

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
�

下
記
の
よ
う
に
、
初
心
者
向
け

の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

仲
間
と
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
�

�
委
員
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
�

市
内
在
住
の
成
人
男
女
で
、
ス

ポ
ー
ツ
好
き
な
方
。
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
（
詳
し
く
は
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。
�

遠州横須賀街道ちっちゃな文化展�

～町並みがそっくりそのまま美術館に～�
�

縁の下の力持ち スポーツ推進委員�
スポーツの秋、ニュースポーツを始めてみませんか�

掛川南部観光案内処�
（　48-0190）�
9：00～16：00�
水・木曜日休館日�
�
�

社会教育課�
（　21-1159）�
�

と
き
　
10
月
24
日
（金）
〜
26
日
（日）�
　
※
25
日
の
み
夜
間
展
示
�

��

 9：30 13：00 10：10 13：40�
 9：45 13：50 10：25 14：30�
 10：00 14：20 10：40 15：00�
 10：15 15：10 10：55 15：50�
 10：50 15：40 12：20 16：20�
   11：00 16：30 12：50 17：10�
�

無料シャトルバス　運行日（25・26日）�
�

▲三熊野神社大祭の花紙を使ったアート�
�

�

掛川駅南口発� 大須賀支所発�

�

いきいきスポーツ体験教室�
�

健康な体の作り方講座�

ニュースポーツに挑戦しよう！�
スポンジテニス、ファミリーバドミント
ン、ビーチボール、ペタボード、スポー
ツ吹き矢、ピラティス、フーバなど�

�

スポーツ推進委員が健康な体づくりのコ

ツを伝授します。�

とき　　10/19（日）午前10時～11時30分�
ところ　大須賀老人福祉センター�
募集　　先着30人�
※電話で申し込み（参加料100円）�

動きやすい服装でご参加ください�
�

主
催
は
遠
州
横
須
賀
倶
楽
部

と
掛
川
観
光
協
会
大
須
賀
支
部
。

こ
の
文
化
展
は
、
主
催
者
の
思

い
に
賛
同
す
る
お
宅
の
軒
下
や
玄

関
、
部
屋
を
借
り
芸
術
作
品
を
展

示
す
る
こ
と
で
、
街
道
と
町
並
み

を
歩
き
な
が
ら
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
「
町
並
み
美
術
館
化
」
で
す
。�

い
く
つ
か
の
要
素
で
残
っ
た

横
須
賀
の
町
並
み
と
文
化
。
「
町

並
み
を
失
う
前
に
気
づ
い
て
ほ
し

い
」
「
町
並
み
・
町
家
を
意
識
し

て
残
す
時
代
に
な
っ
た
こ
と
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
っ
た
、

町
並
み
と
文
化
を
意
識
し
て
生
か

し
、
残
す
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く

り
が
こ
の
文
化
展
の
テ
ー
マ
で
す
。�

「
空
気
の
よ
う
に
普
段
気
付
か

な
い
町
並
み
の
良
さ
を
再
確
認
し

て
も
ら
い
、
地
元
へ
の
誇
り
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
す
の
は
遠

州
横
須
賀
倶
楽
部
城
代
の
竹
内
誠

人
さ
ん
。
主
催
者
の
熱
い
思
い
が
、

文
化
展
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。�

ま
た
、
町
並
み
以
外
で
「
横
須

賀
ら
し
さ
」
を
表
現
す
る
た
め
、

出
展
作
家
さ
ん
が
作
品
と
と
も
に

常
駐
し
、
住
民
や
来
場
者
と
人
的

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。�

そ
ん
な
こ
だ
わ
り
に
も
目
を
向

け
る
と
、
新
し
い
楽
し
み
方
が
見

つ
か
り
そ
う
で
す
ね
。�

ま
こ�

と�

とき ①10/31、11/28、12/19の金曜日�
 ②10/28、11/25、12/16の火曜日�
 午後7時30分～9時　�
ところ　①あいり～な②し～すぽ�
※直接会場へ（参加料100円）�
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かけがわ図書館フェスティバル�
すてきな出会いを図書館で！�

フラワーフェスティバル�
見て、体験して、お得に買える2日間�

中央図書館 （　24-5921）�
大東図書館 （　72-1143）�
大須賀図書館 （　48-5269）�
�

地域支援課�
（　21-1150）�

今
年
も
、
緑
化
推
進
委
員
会
や

参
加
団
体
で
「
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
」
を
設
立

し
、
市
民
、
行
政
、
企
業
が
連
携

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
�

掛
川
花
鳥
園
や
吉
岡
バ
ラ
団
地
、

園
芸
商
組
合
に
よ
っ
て
華
や
か
に

飾
り
つ
け
ら
れ
た
会
場
で
は
、
個

人
・
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
園
芸
作
品

や
花
壇
写
真
の
展
示
、
切
り
花
・

花
苗
の
即
売
会
、
寄
せ
植
え
や
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
（株）
サ

カ
タ
の
タ
ネ
小
杉
波
留
夫
さ
ん

に
よ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た

体
験
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
�

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
（
寄
せ
植
え
）
�

と
き
　
各
日
午
前
10
時
〜
�

参
加
料
　
１
０
０
０
円
�

申
込
　
往
復
ハ
ガ
キ
（
住
所
、
氏

　
　
　
名
、
電
話
番
号
、
希
望
日

　
　
　
を
明
記
）
で
申
し
込
み
�

　
　
　
（
各
日
先
着
20
人
）
�

宛
先
　
〒
４
３
６-

８
６
５
０
�

　
　
　
長
谷
１-

１-

１
地
域
支
援
課
�

と
き
 

11
月
8
日
（土）�
�

 

　
　
9
日
（日）�
 
�

と
こ
ろ
 
掛
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
御
所
原
）
�

�

※参加無料・直接会場へ。�
★印は各図書館へ申し込みが必要�

今年の目玉！特別講演会：塚本こなみさん�
� 演題「花とみどりの魅力」�

11月8日（土）午後1時00～�
�（公財）浜松市花とみどりの振興
財団理事長であり、テレビへ出演
するなど多方面で活躍している塚
本さんによる特別講演会。入場無料。
直接会場にお越しください。�

�

■中央図書館イベント�
�
10/25（土） 13：30～15：30 講演会「絵本はともだち」�
  講師：中村柾子さん　　　★�

10/26（日）
   9：00～12：00 地方史研究会  定例会の公開�

           15：00～15：30 ポラリス　パネルシアター�

 10：00～12：00 サークル声　音訳・録音体験�

10/28（火）  13：30～15：30 古典を学ぶ会  公開講座�

 10：00～15：00 名作映画劇場「旅路の果て」ほか�

10/29（水） 15：00～16：00 ひまわり よみきかせスペシャル�

10/30（木）
 13：30～15：30 手作り講座「クイリングで�

  フォトフレーム作り」　 ★�

            10：00～15：00 名作映画劇場「神々の王国」ほか�

11/  1（土）
 13：00～14：30 蜻蛉掛川句会　見学会�

           14：00～16：00 歴史講演会  加藤理文氏�

 10：00～11：30 おはなしのたね  ストーリーテリング�

11/  2（日） 13：30～16：30 いちご句会　見学会�

           14：00～16：00 名曲鑑賞会（ロマン派の音楽）�

�

■大東図書館イベント�
10/25（土） 16：00～17：00 夕やけコンサート�

10/30（木） 14：00～16：00
 手作り講座「お気に入りの布�

  でブックカバーを作ろう」　★�

11/  1（土）
 10：00～15：00 こどもとしょかんまつり�

  13：00～14：00 夢エコクラブの紙芝居�
11/  9（日） 11：00～11：30 おにのパンツのおはなし会�
10/18（土）～10/26（日）  碑文谷彫り展示会�
�
�■大須賀図書館イベント�

10/25（土） 9：00～15：00 遠州横須賀ちっちゃな図書館�
 15：00～15：40 こすもすの会 パネルシアター�

10/26（日） 14：00～16：00
 小学生工作教室「キラキラス�

  ノードームを作ろう!!」 ★�
10/29（水） 10：00～11：00 エルの会のおはなし会�
10/31（金） 10：00～10：30 わかくさのおはなし会�
11/  2（日） 10：00～16：00 みんなで作ろう!!おばけの図書館�
  おさんぽマップ（このゆびと～まれ）�
10/25（土）～11/  2（日）  おはなしや「いつでもよみきかせ」�
                      おおすかとしょかん たんけんクイズ�
10/25（土）～11/25（火）  今日一句会短冊展�
11/  1（土）～11/  2（日）  大須賀郷土研究会郷土史展�

まさ�ふみ�

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
�

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
�

13
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東京�東京�

NO

その56

東
京
一
極
集
中
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
�

��最
近
の
人
口
動
態
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
ま
す
と
東
京
一
極
集
中
で
地
方

が
消
滅
す
る
「
極
点
社
会
」
の
到
来
が
予

想
さ
れ
、地
方
の
自
治
体
の
将
来
が
大
変

心
配
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
「
地
方

分
権
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
も
「
人
」・

「
物
」・「
金
」・「
情
報
」
の
東
京
一
極
集

中
を
止
め
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。そ
ん
な
時
に
、2
0
2
0
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
が
全
て
東

京
だ
け
で
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、全
国

各
地
に
分
散
し
て
行
う
方
が
よ
い
と
の
想

い
か
ら
、い
ち
早
く
「
J
O
C（
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）」
と
「（
公
社
）日
本
馬

術
連
盟
」に
出
向
き
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の「
馬

術
競
技
」
に
つ
い
て
は
、掛
川
市（
つ
ま
恋
）

で
開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
掛
川
市

長
の
要
望
書
を
届
け
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
こ
の
要
望
に
対
す
る
回
答
は
い
た
だ
い

て
お
り
ま
せ
ん
が
、引
き
続
き
要
望
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。
�

そ
し
て
、今
年
の
5
月
の
連
休
明
け
に

「
（
公
財
）日
本
生
産
性
本
部
　
日
本
創

成
会
議
」
は
、全
国
の
市
町
村
の
半
分
近

く
が
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
発
表
し
ま

し
た
。「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
名
指
し

さ
れ
た
自
治
体
の
困
惑
が
広
が
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、安
倍
首
相
は
、

第
二
次
政
権
初
の
内
閣
改
造
に
踏
み
切
り
、

女
性
大
臣
が
5
人
登
用
さ
れ
る
な
ど
話

題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、安
倍
首
相
が

最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の

は
「
地
方
創
生
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
司

令
塔
と
な
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」
を
設
置
し
て
、地
方
で
の
雇
用
創

出
や
出
生
率
を
高
め
る
政
策
の
実
現
を

目
指
す
と
の
こ
と
で
す
。
全
国
ど
の
自
治

体
も
、こ
の
問
題
に
政
府
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望

し
て
お
り
ま
す
し
、大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。
�

し
か
し
な
が
ら
、政
府
は
こ
れ
ま
で
地

方
が
再
生
し
な
け
れ
ば
日
本
は
元
気
に
な

ら
な
い
、と
「
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
」
や

「
多
極
分
担
型
の
国
土
形
成
」
な
ど
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
打
ち
出
し

て
き
ま
し
た
が
、こ
と
ご
と
く
途
中
で
頓

挫
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
首
都
機

能
移
転
」
の
方
針
が
発
表
さ
れ
た
時
、掛

川
市
周
辺
の
自
治
体
や
商
工
会
関
係
者

な
ど
が
「
小
笠
山
」
に
首
都
機
能
を
移
転

す
る
よ
う
積
極
的
な
要
望
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
が
、い
つ
の
間
に
か
「
首
都
機
能

移
転
」
の
方
針
自
体
が
立
ち
消
え
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
�

「
地
方
創
生
」
は
、国
に
頼
る
だ
け
で
な

く
地
方
自
身
の
自
立
に
向
け
た
積
極
的

な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
掛
川
市
も

東
京
か
ら
「
人
」・「
物
」・「
金
」・「
情
報
」

が
集
ま
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
東
京
に
は
な
い
掛
川
の
魅
力
を
ど
ん

ど
ん
創
造
し
て
、発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、合
併
後
第
2
期
と

な
る
「
掛
川
市
総
合
計
画
」
の
策
定
作
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、市
民
、企
業
、

行
政
が
協
働
し
「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る

ま
ち
」
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
」

の
実
現
に
つ
い
て
、こ
の
計
画
に
し
っ
か
り
と

位
置
づ
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
�

�

�



そ
の
②

利
用
者
が
持
っ
て
い
る
力
に

注
目
し
、前
向
き
な
視
点
で

二
つ
目
は
、
「
自
立
支
援
」
に
つ
な

が
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
「
自
立
支
援
」
と
は
、
他
者
か

ら
の
援
助
に
よ
る
障
害
の
克
服
だ
け
で

な
く
、
利
用
者
の
持
っ
て
い
る
力
に
注

目
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

例
え
ば
、
足
腰
が
弱
り
、
歩
き
に
く

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
い
た
と
し
ま

い

す

す
。
「
車
椅
子
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と

家
族
は
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
安
全
を
考
え
れ
ば
、
と
き
に
必

要
な
こ
と
で
す
が
、
「
家
族
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
に
ト
イ
レ
く
ら
い
ま
で

は
歩
き
た
い
」
と
い
う
本
人
の
希
望
が

あ
り
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
な
ら
少

し
視
点
を
か
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
か
か

り
つ
け
医
と
相
談
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
た
り
、
車
椅
子
で
は
な
く
歩
行
器

を
借
り
る
計
画
が
立
て
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

歩
行
器
で
不
安
な
く
歩
け
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
次
は
「
近
所
の
知
り
合
い
に

小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠袋井�
薬剤師会�
小笠袋井�
薬剤師会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

掛川市介護支援専門員連絡協議会   その24�
事務局（おおすか苑居宅介護支援事業所内・　 63-4500）�

中東遠総合�
医療センター�
中東遠総合�
医療センター�

15

平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が
始

ま
っ
て
か
ら
、
一
般
に
も
広
く
周
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
で

す
が
、
要
介
護
認
定
者
お
よ
び
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
増
加
し
今
後
も
給
付
費
な

ど
の
増
大
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
今
回
は
「
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
適
正
利
用
」
に
つ
い
て
２
点
お
話

し
し
ま
す
。

そ
の
①

サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
調
べ
て
み
る

一
つ
目
は
、
利
用
者
に
見
合
っ
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
が
選
択
す
る
こ

と
で
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
あ
る
い
は

か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
情
報
提

供
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
「
ワ
ム
ネ
ッ
ト
」
と

検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
地

域
の
福
祉
・
介
護
の
情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
者
が
無
理
で
も
、
ご
家

族
や
、
親
し
い
方
が
調
べ
て
利

用
者
と
話
し
合
っ
て
み
る
こ
と

も
い
い
こ
と
で
す
ね
。

会
い
に
行
き
た
い
」
な
ど
の
意
欲
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
で
は
こ
の
よ
う
な
前
向
き

な
視
点
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

必
要
な
時
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
利
用
で
適
正
利
用

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
「
必
要
な
と
き
に

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
」
が
原
則
で
す
。
利
用
者
の
持
っ
て

い
る
力
に
着
目
し
、
自
立
支
援
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
が
適
正
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
本
人
や
ご
家
族
の
前
向
き
な
思
い

を
大
切
に
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

相
談
し
な
が
ら
「
自
立
」
を
目
指
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

〜
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
利
用
に
向
け
て
〜

み

ん

な

の

介

護

サ

ー

ビ

ス

、
賢

く

使

い

ま

し

ょ

う



11/16（日） 笠原歯科医院（菊川市） （　 36-6110）�
11/23（日・祝） 藤原歯科医院（掛川市） （　 22-3854）�
11/24（月・振） 泉地歯科医院（掛川市） （　 24-7221）�
11/30（日） 水野歯科医院（御前崎市） （　 86-6226）�
�
�

●午後7時～10時（受付：午後9時30分まで）�
　掛川医療センター急患診療室（御所原9番2号）�
　診療科：内科、小児科�
　　 61-1299・FAX61-1400 �
�

救急医療のお知らせ�受診前に連絡を！��

月～金曜日（平日夜間）�

�

土曜日�
●正午～午後5時�
　市内の開業医院�
［診療案内］ ●中央消防署 21-0119�
 ●市役所（日直） 21-1111 �
�

�

カレンダー�11月�

11月の健康案内�
　 　 保健予防課（　 23-8111）�

徳　育 ： 徳育保健センター（御所原）�
大　東 ： 大東保健センター（三俣）�
�

会  場�

各医療機関の診療案内は、平成26年7月号の  保存版  「小笠医師会管内  医療機関診療案内」または�

市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報   －  救急医療  ）をご利用ください。�
※掛川医療センター急患診療室では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできませんので、該当される方は指定医療機関で受診してください。�

�

中東遠総合医療センターで
は、24時間体制での救急診療
を行っておりますが、入院や手
術など、より高度な医療を必要
とする重症患者さんの診療を
中心に行いますので、ご理解
とご協力をお願いします。�

中東遠総合医療センター�
（　21-5555）�

歯科（応急処置） 午前9時～正午（受付：午前11時30分まで）  �
�

日曜日・祝日�
●午前9時～午後5時（受付：午後4時30分まで）�
　掛川医療センター急患診療室　診療科：内科、小児科、外科�

小笠掛川歯科医師会（　22-6120）�
�

●子どもの急な発熱や病気、けがで、�
　夜間または休日に受診しようか迷った場合�
�

「静岡こども救急電話相談」　＃8000�
�相談日時 毎日  午後6時～翌朝8時（年中無休）　　相談体制 原則として保健師・看護師が対応、相談内容に応じて医師が対応�

電話番号 固定電話（プッシュ回線）・携帯電話･･･　＃8000（短縮番号）　 IP電話・固定電話（ダイヤル回線）･･･　 054-247-9910

�

●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。�
●赤ちゃんの身体測定・・・徳育保健センターの開館日は、9：30～16：00いつでも身長・体重を測ることができます。�
　子育て支援センター、つどいの広場でも相談・計測を実施していますので、各施設にお問い合わせください。�
※転入された方へ 高校3年生以下の子どもがいる保護者の方で、まだ予防接種の手続きを�
 済ませていない方は、母子手帳を持って徳育保健センターへお越しください。�

11/2（日） 加藤デンタルクリニック（菊川市） （　 37-3277）�
11/3（月・祝） 藤田歯科医院（菊川市） （　 73-2121）�
11/9（日） 桜木歯科（掛川市） （　 24-8151）�
�

※在宅輪番制�

乳がんは女性が1番�
かかりやすいがんです�

�

�

徳　育�

�

�

�
大　東�

徳　育�

徳　育�

�

徳　育�

徳　育�

大　東�

大　東�

大　東�

徳　育�

徳　育�

6か月児健康相談�
9：15～9：45

1歳6か月児�
健康診査�

13：00～13：30

2歳2か月児�
健康診査�

13：00～13：30

3歳児�
健康診査�

13：00～13：30

ママセミナー�
（育児編）�

13：15～13：30

離乳食教室�
（もぐもぐごっくん教室）�
9：15～9：30

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会　 場�

徳　育�

徳　育� 5 水 �

健診・相談・予防接種�
説明会�

9：15～9：30
徳　育� 5 水 平成26年9月出生児�

 12 水�

 14 金�
4～8か月児の親（予約制）�

大　東�

子育て相談�
（完全予約制）�

※予約時間までに来所�

徳　育� 10 月�

 25 火�
乳幼児（相談内容ごとに要予約）�

妊婦（予約制）※夫婦での参加も可�

パパセミナー�
（両親編）�

13：15～13：30
徳　育� 28 金 �出産を控えた夫婦（予約制）�

 11 火 平成26年4月   1日 ～15日出生児�

 21 金 平成26年4月 16日 ～30日出生児�

 7 金 平成25年4月   1日 ～15日出生児�

 14 金 平成25年4月 出生児�

 21 金 平成25年4月 16日 ～30日出生児�

 11 火 平成24年8月   1日 ～15日出生児�

 12 水 平成24年8月出生児�

 19 水 平成24年8月 16日 ～31日出生児�

 10 月 平成23年10月   1日 ～15日出生児�

 17 月 平成23年10月出生児�

 18 火 平成23年10月 16日 ～31日出生児�

�

�

近年、日本人女性の14人に1人が乳が
んにかかると言われており、誰がなっても
おかしくない状況にあります。�
掛川市では、40歳以上の女性を対象に

乳がん検診（視触診＋マンモグラフィ）を2
年に1回、実施しています。乳がんの早期
発見のために検診を受けるとともに、自己
検診をする習慣をもちましょう。｢しこりが
ある｣、｢違和感を感じる｣など、自覚症状が
ある時は早めに医療機関を受診しましょう。�

〈ピンクリボン〉�

乳がんの早期発見の重要性と�
検診の必要性を啓もうする�
キャンペーンシンボルです。�
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話題の本�

催し物・展示�
※参加無料。★は各図書館へ申し込み、■は直接会場へ�

�

●都合により日程が変わる場合があります。�
●借りた本は、次回巡回日に返却してください。�
　中央・大東・大須賀の3図書館でも返却できます。�

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週金曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 毎週月曜日、11月27日（木・月末整理日）�

大須賀図書館（    ・FAX 48-5269）�
�

■おはなしバス（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　11月21日･28日（金）午前10時30分～10時45分�
■おはなしきしゃぽっぽ（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　毎週土曜日午後3時～3時30分�
■本のリサイクル市�
と　き　10月31日（金）～11月9日（日）�
■大須賀書道連盟作品展�
と　き　10月31日（金）～11月15日（土）�
■浮き絵工芸展�
と　き　11月19日（水）～12月19日（金）�

●ご希望の図書が貸出中や最寄りの図書館にないときは、予約ができます。�

『紙つなげ！彼らが本の紙を造っている�
再生・日本製紙石巻工場』�
佐々涼子・著（早川書房）�
�
東日本大震災で津波に飲みこまれ、完全
に機能停止した日本製紙石巻工場は、わ
ずか半年で復興を実現した。工場のため、
石巻のため、そして本を待つ読者のため
に力を尽くした従業員たちの思いを取材
したノンフィクション。�

移動図書館コスモス号�

11月の巡回日程表�

 日 曜 時　　間 ところ（ステーション）�

 4 火�

 5 水�

 11 火�

 12 水�

 6 木�

 21 金�

 25 火�

 26 水�

 13 木�

 20 木�

 19 水�

 18 火�

 4 火�

 5 水�

 6 木�

 7 金�

 13 木�

 14 金�

 18 火�

 19 水�

 11 火�

 20 木�

 21 金�

 27 木�

移動図書館おおぞら号�

12：45～13：15�

13：40～14：10�

12：50～13：20�

14：30～15：00�

10：05～10：30�

12：50～13：20�

10：05～10：25�

12：55～13：25�

10：30～11：00�

12：40～13：10�

13：45～14：45�

12：45～13：15�

 10：00～10：30�

12：30～13：10�

13：30～13：50�

10：05～10：30�

12：55～13：25�

12：50～13：20�

14：30～15：30�

12：55～13：20�

13：40～14：10�

14：40～16：00�

12：55～13：40�

14：30～15：30�

�

� 小笠の郷（小笠老人ホーム）�

大 東 苑 �

大 東 支 所 �

大 坂 小 �

横 須 賀 小 �

上 内 田 小 �

土 方 小 �

北 公 民 館 �

大 渕 小 �

大渕農村環境改善センター「アイク」�

千 浜 小 �

く に や す 苑 �

佐 束 小 �

中 小

千浜農村環境改善センター�

横 須 賀 小 �

山崎農村環境改善センター�

沖之須コミュニティセンター「いこい」�

上 内 田 小 �

大 渕 小 �

10：30～11：10�

12：30～13：30�

12：00～12：30�

12：55～13：25�

13：00～13：20�

13：00～13：20�

12：55～13：25�

14：00～14：30�

  12：55～13：20�

14：00～14：30�

13：05～13：30�

13：45～14：30�

12：55～13：15�

13：00～13：25�

9：30～10：00�

13：00～13：20�

13：45～14：30�

10：00～10：30�

13：00～13：20�

12：55～13：20�

�

�

�

�

�

�

�

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週木曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 毎週月曜日、11月28日（金・月末整理日）�
�

大東図書館（    72-1143・FAX 72-1144）�
�

■おはなしたまご（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　11月7日・14日（金）午前10時30分～10時45分�
■おはなしたまてばこ（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　11月1日・15日（土）午前10時30分～11時10分�
★水野和子さんの「子育てに絵本・わらべうたを」�
と　き　11月20日（木）午前11時～正午�
対　象　0歳児とその保護者15組�
申込方法　10月22日（水）～来館または電話で申し込み�
■郷土ゆかりの部屋展示替え�
　松本亀次郎コーナー「亀次郎先生と生徒たち」�
期　間　10月25日（土）～12月21日（日）�
　遠州国学コーナー「四季のうつろい「秋から冬へ」」�
期　間　10月25日（土）～平成27年1月18日（日）�
11月23日（日・祝）午前10時から職員による展示資料の説明を行います｡�

〈かけがわ図書館フェスティバル〉10月25日（土）から11月2日（日）�
※詳しくは、13ページをご覧ください。�

原 田 小 �

農 協 原 泉 支 所 �

日 坂 小 �

城 北 小 �

中 央 小 �

和 田 岡 小 �

原 谷 小 �

曽 我 小 �

秋 葉 路 公 会 堂 �

西 郷 小 �

東 山 バ ス 停 広 場 �

原 田 小 �

葛 ヶ 丘 会 館 �

市役所北側駐車場�

農 協 桜 木 支 所 �

中 央 小 �

西 山 口 小 �

日 坂 小 �

東 山 口 小 �

原 谷 小 �

本 郷 西 区 公 会 堂 �

倉 真 小 �

第 二 小 �

桜 木 小 �

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週水・木曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 毎週月曜日、11月28日（金・月末整理日）�

�
�
�

中央図書館（    24-5921・FAX 23-6183）�

■えほんのへや（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　11月7・14日（金）午前10時30分～11時�
■おはなしじゅうたん（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　11月8日・22日（土）午後3時～3時30分�
■え（ほ）んむすび（季節にあった絵本や新しく入った絵本の紹介）�
と　き　11月21日（金）午前10時30分～11時�
■雑誌リサイクル市�
期　間　10月25日（土）～11月2日（日）�
■掛川の偉人展�
期　間　10月17日（金）～11月9日（日）�

10月27日（月）～11月9日（日）は読書週間です。�

世界のバリアフリー絵本展�
　静岡県立中央図書館（　054-262-1246）�
と　き　10月18日（土）12：00～17：00�
　　　　10月19日（日）  9：00～15：00�
ところ　中央図書館�
※10月18日は関連講座と講演会があります。�
　詳しくは、静岡県立中央図書館ホームページをご覧ください。�
�
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二の丸美術館（　62-2061）� 吉岡彌生記念館（　74-5566）�
や　よい�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

県内に就業場所があり、正社員としての採用計画のあ

る企業が参加します。採用選考をする企業は、開催日の

1週間前ころに静岡県のホームページで公開予定です。�

持ち物　ハローワークカード（ある方）、選考を希

望する企業が指定する書類�

　直接会場へ�

ミニ牧場、写生大会、掛川牛の試食・

販売、豚肉や乳製品などの販売。雨

天一部イベント中止。�

　直接会場へ�

太陽光は設置費用が高い、元がとれないと思って

いませんか。掛川市は日照時間が長く太陽光発電

に適しています。市内の実績データをもとに、買

い取り・助成制度の仕組みを解りやすく説明します。�

　直接会場へ�

子どもから大人まで楽しめるよう趣向を凝らし

た中学生による演奏会です。�

　直接会場へ�

健康・栄養・歯科相談、健康メニューの試食、各種

測定や健康トレーニングの体験コーナーなど、健

康増進のヒント盛りだくさん！�

　直接会場へ�

屋台、もちつき、献血など。土方地区の「文化交流祭」

も同時開催します。駐車場約100台完備。�

　直接会場へ�

タイピングの基礎と、インターネット検索の方法

を学びます。�

　10/17（金）までに電話で申し込み（申込順）�

掛川おかみさん会の「おかみさん市」に合わせて

開催する健康PRです。10月は、スポーツ推進委員

による高齢者や子ども向けの簡単な体操を行い

ます。けっトラ市同時開催！�

就職面接会�
第2回大学生等就職フェア�
　静岡県雇用推進課�

（　054-221-2573）�

�

商店街で健康づくり�
「ヘルシー商店街」�
　商工観光課（　21-1149）�

�

第22回掛川畜産まつり�
　掛川市農協営農課�

（　22-4115）�

農林課（　21-1147）�

�

①環境出前講座�
②太陽光発電なんでも相談会�
　NPO法人おひさまと�

まちづくり（　21-1388）�

�

いきわく吹奏楽部�
第6回定期演奏会�
　 大須賀中央公民館（　  48-1012）�

�

第17回東京女子医大�
大東キャンパス祭�
　東京女子医大大東�

キャンパス（　63-2111）�

�

食べて!動いて!つながって!�
健康づくりは幸せづくり!�
かけがわ健康フェア�
　保健予防課（　23-8111）�

�

入館料／ 小中学生100円（毎週土曜日は無料、8月は除く）�
 一般200円※子育て優待カードで入館料2割引き�
 ※キッズアートプロジェクトしずおかミュージアムパスポート利用可�
休館日／ 毎週月曜日・祝日の翌日（祝日の場合は開館、翌日休館）�

入館料／ 小中学生100円（毎週土曜日は無料、8月は除く）�
 一般200円※特別展開催時は別料金 �
 ※子育て優待カードで入館料割引き�
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）�

●【常設展】吉岡彌生記念館 所蔵品展�

　�

●【秋のイベントデー】入館無料�

　10/19（日）10：00～12：00、13：00～16：00�

　サポーターによる展示説明や足裏マッ

　サージ体験を行います。�

H27.3卒業予定�

の大学（院）、短大、�

高専、専修学校�

などの学生および�

卒業後3年以内の�

求職者�

�

どなたでも�

参加無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

相談無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

入場無料�

ローマ字入力と�

マウス操作の�

できる方8人�

受講無料�

�

�
一般10人程度�

1,000円�

（材料費）�

�

10/8（水）12：00～16：00�

11：30～受付�

アクトシティ浜松�

（浜松市中区）�

10/18（土）9：00～12：00�

連雀西交差点南側�

10/18（土）10：30～13：00�

いこいの広場（細谷）�

①10/18（土）10：00～12：00�

 生涯学習センター（御所原）�

② 第1木曜日10：00～12：00�

 第3木曜日15：00～17：00�

　市役所南館1階�

�
10/19（日）14：00～15：30�

大須賀中央公民館ホール�

（西大渕）�

�

10/19（日）10：00～15：00�

徳育保健センター（御所原）�

10/19（日）9：30～15：30�

東京女子医大大東�

キャンパス（下土方）�

�

10/20（月）12：15～13：00�

市役所3階テラス�

10/22（水）9：30～11：30�

市役所4階会議室6

10/23（木）10：00～11：30�

JAグリーン（弥生町）�

やさしいパソコン講座�
　　 IT政策課（　21-1341）�

野菜寄せ植え教室�
　　環境政策課�

（　21-1218）�

�

学んで地産地消！家庭でできる野菜の寄せ植え�

持ち物　筆記用具、軍手、スコップなど�

　10/17（金）までに電話で申し込み（申込多数のときは抽選）�

●街なかストリート�

　｢けっトラ市（軽トラック市）｣�

　�

10/18、11/15 各土曜日�

9：00～12：00�

駅前通りに、新鮮な地元野

菜や作りたてのお総菜を積

んだ軽トラックが並びます。�

実行委員会（　 24-1162）�

●友引ストリートカフェ

　�

10/25（土）10：00～16：00�

今回は遠州横須賀街道で

「ちっちゃな文化展」と同時

開催！�

実行委員会（　 24-1162）�

杵屋勝彦演奏会�
　地域支援課（　21-1150）�

�

きね�や�

掛川祭でもおなじみの長唄・端唄を中心に、歌舞

伎座などで活躍中の杵屋勝彦さんが演奏します。�

　直接会場へ�

は�うた�

●～11/16（日）�

　木下コレクション2　南蛮へのあこがれ�
�

　木下コレクションの中から、金唐革や

更紗など、海外で作られた材料を使っ

たたばこ道具を展示します。江戸時代に、

貴重な輸入素材で作られたたばこ道具

は、現代の私たちが見てもたいへんす

ばらしいものです。腰に提げたり、着物

の袂にそっと忍ばせたりする小さなた

ばこ道具に趣向を凝らした江戸時代の

人々の美意識を感じてください。�

�

きん�

さら�さ�

から�かわ�

昭和14年に政府の嘱
託として、母性・児童の
保護と医学調査のた
め欧米に出発した時の
写真です。彌生の両脇
には、制服姿で見送る
学生が写っています。�
�
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★
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

市内在住の放課後等�

デイサービスセンター�

利用予定の児童生徒�

（来年度就学予定含む）�

の保護者�

�

どなたでも�

12人�

3,500円�

思春期のお子�

さんの保護者や�

関心のある方�

30人�

入場無料�

�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

100円�

（入館料別途）�

�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

参加無料�

どなたでも�

相談無料�

どなたでも�

参加無料�

80人�

入場無料�

生後3か月～2歳�

までの犬を飼って�

いる方10人�

100円/人�

市内在住、在勤、�

在学の方20人�

（小学3年生以下は�

保護者同伴）�

受講無料�

�

初心者・初級・�

中級くらいの�

小中学生�

参加無料�

�

10/24（金）10：00～�

11/5（水）19：00～�

市役所4階会議室1-ABC

10/25（土）10：30～16：00�

二の丸茶室（掛川）�

10/25（土）9：30～11：30�

あいり～な2階共用会議室�

（掛川）�

10/25（土）～11/3（月･祝）�

9：00～16：00�

（最終日は15：00まで）�

三の丸広場（掛川）�

10/26（日）13：30～15：30�

二の丸美術館ロビー（掛川）�

10/26（日）9：00～14：00�

原田ふくし館（原里）�

10/27（月）12：30～13：00�

市役所1階ロビー�

10/31（金）13：30～15：30�

市役所4階会議室5

11/1（土）9：00～17：00�

11/2（日）9：00～16：00�

大須賀中央公民館（西大渕）�

11/4（火）8：45～12：15�

県立浜松聴覚特別支援学校�

（浜松市中区）�

�

11/8（土）13：30～16：00�

中央図書館会議室B（掛川）�

11/8（土）①9：20～9：50�

 ②10：00～�

大須賀中央公民館（西大渕）�

①11/7（金）  13：30～15：30�

①大須賀市民交流センター（西大渕）�

②11/14（金）13：30～15：30�

②大須賀中央公民館芝生広場（西大渕）�

�

牛乳パックで作る！�
正座椅子講座 �
　　二の丸茶室�

（　23-1199）�

�

親が知っておきたい�
子どもの体・性のこと�
　　生涯学習協働推進課�

（　 21-1129･FAX21-1164）�

kyodo@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�

県立浜松聴覚特別支援学校�
（浜松聾学校）学校公開�
　　学校公開担当�

（　053-471-8197・�

FAX053-471-7149）�

hamarou.hamamatsu-sd@edu.pref.shizuoka.jp �

�

犬の飼い方教室（全2回）�
①講座②実技�
　　環境政策課�

（　21-1145）�

�

スケッチ講座�
「スケッチ入門 やさい」�
　　二の丸美術館�

（　62-2061）�

�

いきわく将棋クラブ�
小・中学生将棋対戦交流会�
　　大須賀中央公民館�

（　 48-1012・FAX48-2024）�

〒437-1304 西大渕145

放課後等デイサービスセンター�
（障害児学童保育所）の�
説明会�
　福祉課（　21-1139）�

社会福祉協議会（　22-1309）�

�

掛川城公園菊花展�
　掛川城公園管理事務所�

（　22-1146）�

�

職人技を見つめよう�
もようぬり絵ワークショップ�
　二の丸美術館（　 62-2061）�

�

原田ふくし館まつり�
　高齢者支援課�

（　21-1196）�

�

第49回お昼のピアノコンサート�
　生涯学習センター�

（　24-7777）�

�

静岡県視覚障害者協会�
中途失明者生活相談会�
　福祉課（　21-1139）�

�

フェスタおおすか�
　大須賀中央公民館�

（　48-1012）�

�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

平成27年度に希望の丘内に開設される放課後等

デイサービスセンターの利用などに関する説明

会です。�

　直接会場へ�

牛乳パックを使った正座椅子。お弁当とお抹茶・

お菓子付きの楽しいワークショップです。�

　電話で申し込み（申込順）�

親としては心配な、子どもの「体」と「性」のこと。

まずは親自身が学んでみませんか。�

　電話、FAXまたはEメール（講座名、氏名（託児希

望のお子さんの氏名、年齢）、住所、電話番号を明記）

で申し込み（申込順）�

※無料託児（3か月～就学前）10人（申込順）�

市民のみなさんが丹精込めて育てた満開の菊の

花をお楽しみください。�

　直接会場へ�

色鉛筆を使って、二の丸美術館にある工芸品の模

様や自分の好きな模様のぬり絵をします。�

　直接会場へ�

「子育てと高齢者介護を地域で支えるふれあいの

場づくり」をテーマに、チャリティ販売や健康講座、

コミュニティレストランや各クラブによるステー

ジ発表などを行います。�

　直接会場へ�

演奏者は、市内在住の進士光さん。お昼のひとと

きを心地よい音色とともに過ごしませんか。�

　直接会場へ�

中途失明者のための生活相談に応じます。一人で

悩まずお気軽にご相談ください。�

　直接会場へ�

幼小中学校、おもと学級、いきわくクラブおよび

大須賀文化協会会員による作品展示やステージ

発表。模擬店なども多数出店します。�

　直接会場へ�

授業参観、児童生徒との交流、個別相談など�

　10/23（木）までに氏名、所属（または住所）、電

話（FAX）番号、駐車場と手話通訳希望の有無を明

記し、ハガキ（〒433-8123浜松市中区幸3-25-1）

またはFAX、Eメールで申し込み（申込順）�

犬の基本的なしつけ、食事、病気などについて、小

笠獣医師会と県動物管理指導センター職員から

学びます。※愛犬登録が必要です。�

　10/20（月）までに電話で申し込み（申込多数の

ときは抽選）�

市内在住の洋画家佐々木信平さんから、

スケッチの基本を学びます。�

　10/8（水）～電話で申し込み（申込順・

月曜休館日）�

①将棋教室、②将棋対戦。将棋好きの小中学生で、

3クラスに分かれて楽しみながら対戦し、交流を

深めましょう。�

　ハガキまたはFAXで申し込み（月曜休館日）�

�
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内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

どなたでも�

500円（昼食代）�

小学2年生以上�

12人（親子参加、�

大人のみも歓迎）�

200円/人�

�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

100人�

どなたでも20人�

小中学生200円�

高校生以上500円�

看護の仕事を�

していない看護職�

免許保有者�

受講無料�

�

小中高教員、�

小中学生および�

その保護者など�

入場無料�

�

11/9（日）10：00～15：00�

ワークピア磐田（磐田市）�

11/15（土）9：15～16：00�

大東北公民館集合（下土方）�

①②11/15（土）�

10：00～15：00�

①農林大学校（磐田市）�

②農林技術研究所（磐田市）�

11/16（日）�

講演会 13：30～15：30�

血糖測定 15：30～16：00�

徳育保健センター（御所原）�

11/16（日）10：00～14：00�

大東保健センター2階�

栄養指導実習室（三俣）�

�

11/18（火）～20（木）の3日間�

9：00～16：00�

中東遠総合医療センター�

（菖蒲ヶ池）�

�

11/19（水）9：40～15：00�

袋井特別支援学校�

御前崎分校（御前崎市）�

�

10月は「里親月間」�
1日里親イベント�
　　静岡県西部児童相談所�

（　0538-37-2852）�

�

自然観察を楽しもう�
　　大東北公民館�

（　74-2200）�

WiiFit監修トレーナーが伝授！�
お手軽・簡単・キツくない！�
おうちジム講座�
　　保健予防課�

（　 23-8111･FAX23-9555）�

tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�

�

ワールド・クッキング�
　　NPO法人掛川国際交流�

センター（　・FAX24-5595）�

glocal@lily.ocn.ne.jp�

�

県立袋井特別支援学校�
御前崎分校「学校公開」�
　御前崎分校（　85-7400）�

�

看護師等再就業準備講習会�
　　静岡県ナースセンター西部支所�

（　･FAX053-454-4335）�

hamamatu@nurse-center.net�

�

①農大祭�
　県立農林大学校学生課�

（　0538-36-1560）�

②農林技術研究所公開デー�
　静岡県農林技術研究所�

（　0538-36-1553）�

�

11/19（水）13：00～16：00�

静岡県中遠総合庁舎�

西館406会議室（磐田市）�

すみれ相談会�
（自死遺族相談会）�
　　静岡県精神保健福祉センター�

（　054-286-9245）�

�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

生後2か月～1歳の�

子どもと母親10組�

参加料2,760円�

（材料費含む）�

�

どなたでも�

相談無料�

一般�

相談無料�

どなたでも�

入場無料�

3歳までの子ども�

と保護者�

参加無料�

�

小学生～一般�

一般2,000円�

高校生以下1,000円�

10/9･16･23（木）全3回�

10：00～11：30�

さんりーな控室②（大池）�

10/11（土）13：00～15：00�

大須賀町商工会（西大渕）�

10/18（土）13：00～15：00�

掛川商工会議所（掛川）�

�

�

10/15、11/5の水曜日�

10：30～11：30�

たまり～な和室（満水）�

10/25（土）10：00～�

たまり～な大研修室（満水）�

10/18（土）13：00～15：00�

掛川商工会議所3階会議室�

（掛川）�

10/18（土）～26（日）9：00～17：00�

（初日13：00～、最終日16：00まで）�

大東図書館生涯学習ホール�

�

お子さんとスキンシップ、お母さん同士の交

流としてベビーマッサージを楽しみませんか。�

　参加料と登録料（1,000円）をお持ちの

うえ、掛スポ窓口で申し込み（申込順）�

登記（不動産の相続・売買）、供託、訴訟書類

の作成など。�

　直接会場へ�

うたと絵本で親子の絆を育みましょう。全

2回ですが、1回のみの参加も可能です。�

　電話で申し込み�

一般の部A級～C級と小学生の部の全4ク

ラス。1人5対局。昼食付き。�

　10/15（水）までに電話で申し込み�

不動産取引などの無料相談会です。�

　直接会場へ�

ベビーマッサージ教室�
　　掛川総合スポーツクラブ�

（さんりーな内･　 61-1910）�

「法の日」�
司法書士無料法律相談会�
　静岡県司法書士会掛川支部・�

毛利（　0538-85-6008）�

�

不動産取引無料相談会�
　（公社）静岡県宅地建物取引業協会�

西部支部（　053-475-0081）�

�

第4回碑文谷彫り習作展�
　大東碑文谷彫りの会・杉谷�

（　74-2703）�

�

碑文谷彫り（工芸、絵画）の作品展示会です。�

　直接会場へ（月曜休館日）�

会員募集中（申込先：山王荘 　･FAX72-5370）�

「乳幼児子育て応援」うたと�
よみきかせきいろいくまさん�
　　今関（　26-3059）�

�

市民将棋交流大会�
　　日本将棋連盟掛川支部･小池�

（　090-8188-4574）�

�

突然大切な人を失うと、生活、心や身体に変化が

現れることがあります。県では、そのような方を

サポートするため個別相談を行っています。�

　電話で申し込み（申込順）�

大切な人を�

自死で亡く�

された方3人�

相談無料�

�

児童施設のお子さんたちとのレクリエーション

などによる触れあい交流を通じて、里親制度につ

いて理解を深めてもらうイベントです。�

　電話で申し込み�

子ども発見クラブの仲間と県立森林公園で、五感

を使って動植物の観察を楽しみます。感性を大切

にした指導で自然との関わり方を学びます。�

　10/7（火）～電話または来館で申し込み（申込順）�

①各学科パネル展示、農林畜産物販売、模擬店、も

ちまきなど�

②研究成果の展示、温室ガイドツアー、農業クイズ、

園芸相談など�

　直接会場へ�

世界糖尿病デー啓発イベントです。講師は、「世界

一受けたい授業」や「嵐にしやがれ」などテレビ出

演もしたプロスポーツトレーナーの松井薫さん。�

　電話、FAXまたはEメール（「糖尿病イベント参加」、

住所、氏名、電話番号を明記）で申し込み（申込順）�

フィリピン人の先生からフィリピンの家庭料理

を教わり、楽しく国際交流しましょう。�

　11/7（金）までに電話、FAXまたはEメールで申

し込み（申込順）�

授業公開、進路指導、池新田高校や地域との共生・

共育活動の紹介、学校設備の公開など。地域住民

の方などもぜひご参加ください。�

　直接会場へ�

最近の看護の動向、看護の基礎技術の演習。託児

費の一部補助もあります。�

　10/31（金）までに電話、FAXまたはEメールで

資料請求して申し込み（申込順）�

�

ひ�もん�や�ぼ�
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内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

どなたでも�

見学無料�

赤ちゃんと母親�

月齢別各10組�

1,800円/月�

お母さん20人�

500円�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

参加無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

参加無料�

10/26（日）10：00～�

（株）掛川ボデー工業（満水）�

10/27～H27.3月の月曜日�

9：45～､10：50～（月2回）�

生涯学習センター（御所原）�

10/29（水）10：00～12：00�

生涯学習センター第3会議室�

（御所原）�

①11/ 1（土）13：30～�

 3（月・祝）15：00～�

②11/3（月･祝）9：45～16：00�

生涯学習センター（御所原）�

①11/1、②12/6の土曜日�

9：30～11：30�

三の丸広場集合（掛川）�

11/2（日）14：00～16：00�

中央図書館B会議室（掛川）�

11/2（日）･12/6（土）�

13：30～16：30�

中央図書館（掛川）�

定例会11/6、12/11の木曜日�

9：30～12：00�

生涯学習センター（御所原）�

県内外のきんぎょ（らんちう）愛好家が自

慢の金魚（当歳、二才、親）を出品します。�

　直接会場へ�

赤ちゃんの発育に沿った音楽に合わせた

体操です。お母さんのストレッチも行います。�

　電話で申し込み（申込順）�

自立した子どもを育むための、お母さんへ

のコーチング講座です。�

　電話で申し込み（申込順）�

�

市内①西コース（松ヶ岡、広楽寺など）と

②東コース（龍華院、七曲など）�

　電話で申し込み�

クラシック音楽の入門の入門。テーマは「ロ

マン派の音楽」�

　直接会場へ�

俳句の作り方を基礎から学んでみませんか。

初心者歓迎。�

　直接会場へ�

地元の方とハイキングコースを整備して

います。軽登山などで親睦を深めます。�

　電話で申し込み（18：00以降）�

①俳句、短歌、写真、絵画、能面、押し花、木工、

盆栽、刺しゅう、劇台本、ホームページ�

②舞踊、民謡、大正琴、銭太鼓、歌謡、吟詠、ハー

モニカ、オカリナ、バレエなど�

一般24人�

1,200円�

（材料費含む）�

�

11/20（木）9：30～13：00�

大須賀中央公民館3階�

調理室（西大渕）�

�

簡単カフェディナー講座�
　　大須賀中央公民館�

（　48-1012）�

�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

11/19（水）18：30～�

（開場18：00～）�

文化会館アエル（菊川市）�

11/22（土）13：30～15：30�

徳育保健センター（御所原）�

11/29（土）14：00～15：30�

吉岡彌生記念館（下土方）�

11/30（日）9：00～13：30�

大東市民交流センター�

（三俣）�

随時�

県立浜松視覚特別支援学校�

（浜松市中区）�

�

11/22（土）13：30～15：00�

大須賀中央公民館ロビー�

（西大渕）�

�

労福協文化講演会�
ダニエル・カール講演会�
　　商工観光課（　 21-1149）�

�

季節のガーデニング講座�
　　大須賀中央公民館�

（　48-1012）�

�
医療情報講座�
「知って安心!!インター�
ネットからの医療情報」�
　　吉岡彌生記念館�

（　 74-5566･FAX74-4841）�

yayoi@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�大東市民交流センターフェスタ�
　大東市民交流センター�

（　72-1115）�

�

見えない方見えにくい方�
への入学相談�
　県立浜松視覚特別支援学校�

（　053-436-1261）�

�

認知症の方と家族を支える�
ための実践的な基礎講座�
　　高齢者支援課�

（　 21-1142･FAX21-1163）�

kourei-sien@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�

きんぎょの品評会�
　佐藤（　22-3570）�

�

赤ちゃん体操とベビーリトミック�
　　ピヨピヨクラブ・高垣�

（　26-0406）�

�

名曲コンサート�
　石橋（　21-1321）�

�

「いちご句会」見学会�
　鈴木（　23-0988）�

掛川市文化協会掛川支部�
①文化協会展②舞台芸術祭�
　大場（　28-0124）�

�

みんなで歩こう！「ここ知ってる？」�
　　掛川観光ボランティアガイド猫の手の会・�

戸塚（　090-1271-5610）�

�

「市内里山のハイキングコースを�
整備しよう」自然に親しむ会�
　　堀内（　24-6033）�

�

ダニエル・カールさんによる講演会。「がんばっぺ！

オラの大好きな日本」についてお話します。�

　10/15（水）～市役所3階商工観光課で整理券配布（申込順）�

講師は、伊東美緒さん。認知症の方を驚かせない

関わり方、対応が難しいといわれる症状を読み解き、

具体的なアプローチ方法を紹介。�

　11/7（金）までに電話、FAXまたはEメール（氏名、

住所、電話番号を明記）で申し込み（申込順）�

クリスマスで飾る寄せ植えを作ります。�

　11/11（火）までに電話または来館で申し込み�

（申込順、月曜休館日）�

安心で安全な医療を受けるためにインターネッ

トからの正しい医療情報の導き方を、元東京女子

医大図書館次長の佐藤淑子さんから学びます。イ

ンターネット初心者の方も歓迎です。�

　電話、FAXまたはEメール（講座名、住所、氏名、

電話番号を明記）で申し込み（申込順）�

市民活動の披露、展示、農業品販売などのバザー、

そば打ちや手芸などの体験など。�

　直接会場へ�

入学すると3年間で、あん摩マッサージ指圧師お

よびはり師、きゅう師になるための国家試験受験

資格が取得できます。入学試験は3月上旬、願書配

布は1月中旬です。入学をお考えの方は、ぜひご相

談ください。�

どなたでも�

入場無料�

（要整理券）�

どなたでも�

100人�

受講無料�

�

一般20人�

1,700円�

（材料費含む）�

�

一般25人�

200円（入館料）�

どなたでも�

入場無料�

高校卒業資格�

（見込み）所有で、�

矯正視力0.3以下、�

または視野異常や�

進行性の眼の�

疾患がある方�

�

カフェレストランのシェフからステーキ、アヒージョ

などのカフェディナーを学びます。�

　11/7（金）までに来館で申し込み�

（申込順、月曜休館日）�

「子育てコーチング講座」�
　　お母さん応援クラブ・西�

（　23-1240）�
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内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

�

どなたでも�

入場・相談無料�

大人2,500円�

学生1,500円�

ファミリー4,000円�

男女ペア4,500円�

�

11/8（土） ①13：30～15：50�

 ②13：15～17：00�

浜松市福祉交流センター�

（浜松市中区）�

11/9（日）10：00スタート�

（雨天決行）�

つま恋（満水）�

①成年後見制度、高齢者や障がい者施設に

ついてのお話です。�

②司法書士や社会福祉士が相談に応じます。�

　①電話で申し込み②直接会場へ�

5㎞､10㎞､ファミリー4㎞､男女ペア4㎞｡ラ

ンニングチップによるタイム計測。詳細は

大会ホームページ（http：//www.mawj.org/�

shizuoka/tsumagoi）をご覧ください。�

①市民公開講座�
②高齢者障害者なんでも相談会�
　　静岡県司法書士会�

（　054-289-3700）�

�第6回チャリティマラソンinつま恋�
　（一財）メイク・ア・ウィッシュ�

オブジャパン静岡支部・鈴木�

（　080-5181-4113）�

�
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市民課業務の一部制限と市役所出張所お休みのお知らせ
市民課（ 21-1141）

掛川祭、市役所本庁舎

の定期点検およびシス

テム入れ替えなどによ

り、右記の日は業務を停

止させていただきます。

ご理解とご協力をお願

いします。

雇用、年金、道路などの国の行政に

関することでお悩みの方は、行政相談

委員にご相談ください。

※秘密厳守、相談は無料です。

10月相談日（各日午後1時～4時）

10月10日（金） 市役所4階会議室4

10月24日（金） 市役所4階会議室4、

大須賀支所1階多目的ホール

10月20日～26日は行政相談週間
静岡行政評価事務所

（ 0570-090110）
企画調整課（ 21-1128）

議会報告会を開催します
議会事務局（ 21-1160）

市議会では、議会の報告と市民のみ

なさんからご意見を伺うため、報告会

を下記日程で行います。どなたでも参

加できますので、都合の良い会場へお

越しください。

とき・ところ　午後7時～9時　

来館者の安全確保のため、10月17

日（金）から、中央図書館駐車場の入口

を現在の西側から東側に変更します。

出口は現在と変わりません。

中央図書館駐車場の
入口が変わります
中央図書館（ 24-5921）

とき・ところ　10月19日（日）

①東京女子医大大東キャンパス

　「大東キャンパス祭」（下土方）

　午前9時30分～11時50分、

午後1時～3時

②生涯学習センター「ふれあい広場」

（御所原）

午前10時～11時50分、

　午後1時～3時

献血にご協力ください
静岡県赤十字血液センター

浜松事業所（ 053-421-3151）
福祉課（ 21-1140）

80歳以上の方のみの世帯で下記対

象者のお宅へ、民生委員が訪問し実態

把握調査を行います。

期間　10月～11月末まで

対象者　昭和9年4月1日生以前の高

齢者のみの世帯で、過去に調査をし

ていない方（施設入所の方は除く）

内容　民生委員が訪問し、生活状況を

伺います。救急医療情報キットの配

布と地域見守り活動への意向確認

を行います。

※過去に実態把握調査をした方のお宅

へは、その後の状況確認のために上記

期間以外にも民生委員が訪問します。

高齢者実態把握訪問調査に
ご協力ください

高齢者支援課（ 21-1142）

22世紀の丘公園
「たまり～な」休館のお知らせ

たまり～な（ 24-2722）

館内定期点検のため、下記期間は休

館となります。

期間　10月20日（月）～22日（水）

※芝生広場・遊具の利用はできます。

動物の飼い方のお願い
西部保健所（ 0538-37-2245）

しゅうせい し よう

動物の飼い主には、「終生飼養」の責任

があります。事情があり飼えない場合は、

新しい飼い主を探してください。また、野

良猫に餌を与えることで、飼い主とみなさ

れます。無責任な餌やりはやめましょう。

天浜線乗りトクきっぷ800
地域支援課（ 21-1150）

天竜浜名湖鉄道（株）（ 053-925-2276）

天竜浜名湖鉄道では、800円分の乗

車回数券に、沿線施設で利用可能な

クーポン券（200円分）や簡易路線図

などがついたお得な「天浜線乗りトク

きっぷ800」を販売しています。

販売価格　800円

販売場所　天浜線有人駅、市役所地域

支援課、これっしか処

新しい入口�駐車場�

中央図書館�蓮池� 南東から進入�
してください�

現在の�
入口�

N
10/28（火） 原田地域生涯学習センター�

10/29（水）

 大東市民交流センター�

 大東北公民館�

10/31（金） 初馬会館�

11/  4（火） 栄川中学校多目的ホール�

11/  6（木）

 南郷地域生涯学習センター�

   市役所4階会議室�

11/  7（金） 大須賀市民交流センター�

11/  8（土） 和田岡地域生涯学習センター�

死亡届�

（火葬許可証の発行）�

�

�

出張所�

（連雀）�

�

コンビニ�

交付サービス�

�
10/11（土） × ○ ○�

�

11/22（土） × ○ ×�

�
11/29（土） × ○ ○�

11/  8（土） ×  ×�

�

  8：30～14：00 ×�

14：00～17：15 ○�

�



★
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

どなたでも�

事前投句1,000円�

※協会員は無料�

�
どなたでも�

子ども個人200円�

一般個人2,000円�

一般団体3,000円�

11/18（火）12：30～16：30�

中央図書館B会議室（掛川）�

12/6（土）12：30～17：00�

美感ホール（亀の甲）�

吉住達也さんの講演会と句会�

　事前投句は10/25（土）までに参加料を添え

て事務局へ申し込み　※公共施設にチラシあり�

独唱、合唱などで、楽しく日本の童謡唱歌

を歌い継ぎましょう。�

　10/15（水）までに参加料を添えて実行委

員会へ申し込み　※公共施設にチラシあり�

俳句のつどい「句会と講演会」�
　　掛川市文化協会・岡上�

（　 ･FAX28-0124、上西郷2622）�

�第17回童謡唱歌フェスティバル�
参加者募集�
　　実行委員会・鈴木�

（　･FAX22-5936）�

�

市内在住の方�

一般700円�

協会員500円�

11/11（火）9：00～�

（雨天延期、予備日11/18（火））�

いこいの広場（細谷）�

�

　一般の方は10/17（金）までに事務局（体協

内）へ参加費を添えて申し込み（13：00～15：

00）。協会員は各支部事務局で取りまとめ。�

掛川市民グラウンド・ゴルフ大会�
　　事務局（体協内・　 24-9781）�

�
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平成27年度の市立幼稚園入園児の

募集は終了しましたが、3歳児クラス

の定員に空きがある園について入園

児の再募集を行います。

対象園　公立幼稚園11園で定員に空

きがある幼稚園

・希望者多数のときは地元地区を優

先したうえで抽選

・定員の空き状況については、11月4

日（火）以降こども希望課へお問い

合わせください。

対象児　3年保育：平成23年4月2日～

24年4月1日までに生まれた幼児

受付期間　11月13日（木）･14日（金）

　午後2時～4時

申込方法　印鑑をお持ちになり、必ず

対象のお子さんを連れて入園希望

の幼稚園にお出かけください。

※4・5歳児で市立幼稚園への入園を希

望される方は、こども希望課へお問

い合わせください。

平成27年度市立幼稚園
入園児二次募集を行います

各幼稚園
こども希望課（ 21-1205）

平成27年4月採用予定職員募集
東海アクシス看護専門学校

東海アクシス看護専門学校
総務課（ 0538-43-8111）

職種　実習指導教員または看護教員

どちらか1人

資格　昭和45年4月2日以降に生まれ

た方で、看護師の資格を有し、看護

師または助産師として実務経験5年

（4年生大学卒業者は3年）以上の

方、看護教員はこれ以外に看護教員

養成講習会修了者（見込みを含む）

応募期間　10月1日（水）～27日（月）

試験　11月下旬を予定（応募者に直接

連絡します）

受験手続　履歴書、看護師または助産

師免許証の写し、看護教員の場合　

は、これ以外に看護教員養成講習会

修了（見込み）証明書

平成27年度母子寡婦
福祉資金貸付の募集
こども希望課（ 21-1144）

子どもが高校、大学などに入学予定

のひとり親家庭を対象に無利子の資金

を貸し付けます。保証人は不要です。

資金種別　就学支度資金・修学資金

応募期限　11月21日（金）

応募方法　市役所1階こども希望課お

よび南部大東ふくしあ、南部大須賀ふ

くしあで申請書類を配布します。

市営住宅入居者募集
維持管理課（ 21-1154）

募集団地　和田（1戸）、宮脇第2（1戸）、

原川（2戸）、千浜西（4戸）、原谷第2

（2戸）

　※他にも空室があります。

応募資格　所得・家族構成などの条件が

ありますので、お問い合わせください。

受付期間　10月15日（水）～31日（金）

入居者の決定　応募者多数のときは選

考または抽選となります。応募がない

場合は引き続き随時受け付けします。

入居可能日　平成27年1月1日（木･祝）

市民・ALT交流会
ホストファミリー募集
NPO法人掛川国際交流センター

（ 24-5595）glocal@lily.ocn.ne.jp

県内高校のALT（英語指導助手）と

「遠州横須賀街道ちっちゃな文化展」を

散策して交流を楽しみませんか。

日程　10月25日（土）～26日（日）

内容　歓迎会、ホームステイ

　　　ちっちゃな文化展見学

募集家族　10家族程度

応募方法　電話またはEメールで応募（応募順）

「OK!ワーク」会員募集
キャンペーン中
（一財）小笠掛川勤労者福祉

サ－ビスセンター（ 35-0298）

キャンペーン期間中は入会金が通常

（1,000円）の半額！中小企業従業員の福

利厚生をサポートします。お得なキャ

ンペーン期間中に入会しませんか。

期間　11月30日（日）まで

対象　中小企業

　入会金500円/人、月会費800円/人

応募方法　電話で応募 若者就労支援セミナー
参加者募集
地域若者サポート

ステーションかけがわ（ 61-0755）

人と接するのが苦手で仕事をするの

が不安、やりたい仕事や自分にあった仕

事が見つからないなど、「働くこと」に悩

みを抱えている若者のためのセミナーで

す。難しい勉強会ではありません。セミ

ナー終了後も、継続してサポートします。

対象　働くことに戸惑いがある若者

およびその家族

内容　通所から宿泊までの5つのプロ

グラムがあります。

参加料　無料（宿泊セミナーは宿泊・食

事代として4,300円）

※詳しい日程や会場は直接お問い合

わせください。

平成26年9月11日現在の申出額�

 区分 件数 金額（円）�

 個人 103 2,970,000�

 法人 136 81,659,640�

 団体 23 2,433,184�

 合計 262 87,062,824�

�

地震・津波対策寄附金�
多くのご支援�

ありがとうございます�
企画調整課（　21-1127）�

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、右記QR
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。�
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8/20 エコラン県大会に手ごたえ！
掛工自動車部テスト走行

掛川工業高校自動車部が、11月9日に静岡市で開
催される「県工業高校生エコラン大会」に向け、環境
資源ギャラリーで自作の電気自動車のテスト走行
を行いました。
大会の電気自動車部門には約20校が参加予定。12
ボルトのバッテリー2個を搭載し、1時間の走行距離
を競います。市は本年度、省エネ・省資源の推進に寄
与するとしてテスト走行用の場所確保に協力。コー
ナーリングなどの練習が可能になりました。

▲市内初の全国準優勝に輝いた城北VSCメンバー ▲全国3位の快挙に沸く大須賀中女子剣道部員

▲上位入賞を目指し電気自動車のテストを繰り返す自動車部員たち

8/31 「いざっ」に備えて！
防災訓練で役割確認

掛川市総合防災訓練が市内各所で行われ、日ご
ろからの備えの大切さや地域内外の連携について
確認し合いました。
今回の訓練は、駿河トラフから南海トラフを震
源域とする大規模地震を想定。広域避難所運営を
はじめ、チェーンソーを使った倒壊家屋救出訓練、
市建設業協同組合による重機を使った崩落防止、
救護所のトリアージなど、それぞれが自分にでき
る役割を意識しながらの訓練となりました。

▲チェーンソーを使った倒壊家屋救出訓練（桜が丘中会場）

小・中学生がスポーツで躍進!!
全国大会で上位入賞し凱旋続く
この夏、小・中学生が全国を舞台に活躍しました。
城北VSCは、8月13日から東京都で開催された

「ファミリーマートカップ第34回全日本バレー
ボール小学生大会全国大会」において、見事準優勝
に輝きました。準優勝は、市内チームで過去最高。
平均身長145センチの小柄なチームながらも、跳躍
力を生かし空中戦を制しての堂々たる結果です。
また、大須賀中学校女子剣道部は、8月17日から
高知県で開催された中体連剣道女子団体で全国3
位の快挙を成し遂げました。部員たちは昨年の大

会で予選リーグ敗退した悔しさを胸にけいこに励
んだといい、見事結果を残しました。
このほか、市内の中学生女子ソフトボールチーム

「5 START」が「第14回全日本中学生男女ソフトボー
ル大会」で準決勝に進出。優勝に向けていざ！と思っ
た矢先、台風で開催日が縮小し4チーム同位入賞とな
りました。
さらに、「日清食品カップ第30回全国小学生陸上競

き こ

技交流大会」に出場した桜木小学校5年の山本記子さ
んが、5年女子100mの部に出場し、14秒を切る自己ベ
ストを更新して見事7位入賞を果たしました。
若きアスリートたちの今後の成長が楽しみですね。
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9/5 全国でも有名な掛川層群！
200万年前の化石に興奮

西郷小学校6年生が、西郷みらい館で開催された
特別展「掛川層群の化石展」を授業の一環で訪れ、化
石や地層を学びました。化石展は西郷地区出身で袋

つもる

井市在住の田辺積さんが、遠州地域に広がる200万
年前の地層「掛川層群」で発掘した約7,000点を展
示。児童は、化石を手に取り興奮ぎみでした。

▲郷土出身の田辺さんから化石の説明を聞く児童たち

9/12 希望の森をみんなの手で！　
草笛作業所の利用者が汗

市の提唱する「希望の森づくりプロジェクト」で
植樹した防災林の管理をするため、「NPO法人時ノ
寿の森クラブ」と障がい者福祉施設「草笛だいとう
作業所」が協働して草刈りを行いました。
この日は施設利用者10人がシートピア周辺の防

災林で草を刈ったり抜いたりして汗を流しました。

▲植樹した木の周りに生えた草を刈り取る利用者たち

9/12～14 日坂宿の熱き3日間　
事任八幡宮例大祭

日坂・八坂地区で伝統の事任八幡宮例大祭。氏子
8地区が、この地域特有の「朝顔」と呼ばれる格子模

ひ まわ

様の装飾を上部に施した屋台を曳き廻しました。
13日には各町の屋台が八幡宮に終結。「そらやれ」
の掛け声が響く中、お囃子を奉納する「大笛祭」な
どが行われました。

▲日坂宿で御神輿をお迎えし盛り上げる各屋台

9/13・14 小さな祭り人が輝く日　
遠州横須賀ちいねり

ね り ひ

中学生以下の子どもだけで祢里を曳く遠州横須
賀の伝統行事「ちいねり」が今年も行われました。
このお祭りは、準備、太鼓の指導、当日の運行ま
でを中学生が取り仕切り、4月の三熊野神社大祭を

まわ

模して町内を曳き廻す、全国でも珍しいもの。大人
顔負けの元気な掛け声がまち中に響きました。

▲横須賀特有のステップで祢里を曳き廻す子どもたち

広報かけがわH26.10

※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）�
�

宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）�

北　部（掛川区域）� 南　部（大東・大須賀区域）�
（有）松井管工 （ 23-0581）�
（株）マツイ健設 （ 23-8691）�
協和水道（株） （ 26-1331）�
（株）巧栄水道 （ 24-7661）�
（株）掛川水道設備 （ 24-8055）�
松田配管工業（株） （ 26-3261）�
（株）浅岡工業 （ 24-2611）�
（有）諸星配管 （ 22-2975）�
（株）トダックス （ 26-2161）�
（有）松井管工 （ 23-0581）�
（株）マツイ健設 （ 23-8691）�
協和水道（株） （ 26-1331）�

（有）大城配管 （ 72-4685）�
（有）大澄設備 （ 48-4476）�
（有）河村設備工業 （ 74-3920）�
（有）北端工務店 （ 74-2445）�
（有）三久配管 （ 72-5030）�
シンワ設備（株） （ 24-3322）�
（有）静管興業 （ 72-4705）�
（有）土屋設備 （ 48-2093）�
綱取管興 （ 48-2004）�
（有）林配管 （ 72-5515）�
（有）豊設備 （ 72-5630）�
（有）浅岡管興 （ 48-4221）�

�

11/ 1 （土）�
 2 （日）�
 3 （月・祝）�
 8 （土）�
 9 （日）�
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 16 （日）�
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 24 （月・振）�
 29 （土）�
 30 （日）�
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 22 （土）�
 23 （日・祝）�
 24 （月・振）�
 29 （土）�
 30 （日）�

�

�
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い
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と
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く
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れ
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い
で
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。�

自
分
た
ち
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら�

元
気
と
笑
顔
を
お
届
け
し
ま
す
。�

劇
団
設
立
は
、
子
育
て
や
仕
事
が
ひ
と
段
落
し

た
こ
ろ
、
地
域
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に
楽
し
い
こ

と
を
始
め
よ
う
と
、近
所
の
主
婦
5
人
に
声
を
掛

け
た
の
が
き
っ
か
け
。
全
員
が
同
じ
考
え
で
、す
ぐ

に
意
気
投
合
し
ま
し
た
。
名
称
の
「
お
か
っ
て
」
は
、

み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
、台
所
の
こ
と
。
勝
手
き
ま
ま

に
台
所
の
窓
か
ら
気
軽
に
声
を
掛
け
ら
れ
る
、と
い

う
思
い
か
ら
名
付
け
ま
し
た
。
�

公
演
に
向
け
、自
宅
車
庫
2
階
で
け
い
こ
を
重
ね

て
い
ま
す
が
、5
人
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
分
野
が
あ
り
、

脚
本
、小
道
具
づ
く
り
、衣
装
、進
行
な
ど
手
分
け

し
な
が
ら
、楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
�

私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は
、自
分
た
ち
自
身
が
楽
し

む
と
い
う
こ
と
。「
恥
じ
ら
い
を
捨
て
・
女
を
捨
て
」

を
合
言
葉
に
、
桃
太
郎
や
竹
と
り
物
語
、
笠
地
蔵

な
ど
の
日
本
昔
話
に
、時
事
ネ
タ
、世
情
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
喜
劇
を
演
じ
ま
す
。
同
じ
物
語
で
も
、常

に
地
域
性
や
会
場
の
雰
囲
気
で
ア
ド
リ
ブ
を
交
え
、

会
場
を
巻
き
込
ん
だ
一
体
感
を
演
出
す
る
の
が
私

た
ち
の
劇
団
の
特
色
で
す
。
�

2
年
前
か
ら
市
の
依
頼
を
受
け
て
介
護
予
防
を

目
的
と
し
た
「
ぴ
ん
ぴ
ん
教
室
」
に
参
加
し
て
い
ま

す
が
、地
域
の
た
め
に
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
、す

ご
く
う
れ
し
い
で
す
。
介
護
予
防
の
知
識
は
素
人

で
す
が
、と
に
か
く
笑
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
笑

う
こ
と
は
、
全
身
の
筋
力
を
使
い
、ス
ト
レ
ス
を
発

散
さ
せ
る
た
め
健
康
に
良
い
と
聞
き
ま
す
か
ら
。
み

な
さ
ん
に
は
、そ
の
楽
し
さ
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
も

ら
い
、話
題
に
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
�

「
ま
た
来
て
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、私

た
ち
の
活
力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み

な
さ
ん
に
元
気
と
笑
顔
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
�

本年4月、人物を通じて掛川市を紹介する冊子「KAKEGAWA  WAY  2014」を�
作成しました。広報かけがわでは、これに続く方 を々定期的に紹介していきます。�

富田暁子さん（大坂）�
「おかって劇団」座長。60～70歳代の
ご近所主婦5人で地域に笑いを届ける。�
設立当時、年8回だった公演は、現在、
年50回程を数え、多い月では7回もの舞
台に立つ。平成25年度から介護予防を目
的とした「ぴんぴん教室」で市と協働中。
平成22年度静岡県コミュニティ推進協議
会「コミュニティ活動賞」優良賞を受賞。�

あき� こ�

KAKEGAWA  WAY 検索� 2226
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取
材
　
8
月
16
日
　
戸
塚
順
一（
山
崎
）�

レポーターの�
記事は�

随時掲載中！�
�各地域で密着し

た「市民広報レポー
ター」の記事（写真・
映像）を市ホーム
ページで紹介して
います。�
ここを覗けば市内
の「今」が見えてく
るかもしれませんよ。�
�
市ホームページアドレス�
http://www.city.�
kakegawa.shizuoka.jp/�
kohokakegawa/�
kouhourepota/index.html

QRコード�
スマホでも�
見ることが�
できます。�
�
�

宇
宙
航
空
開
発
機
構
（
J
A
X
A
）

の
宇
宙
飛
行
士
、
若
田
光
一
さ
ん（
51
）

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
会
が
8
月
16
日
、

奥
州
市
文
化
会
館
（
Z
ホ
ー
ル
）
で
開

か
れ
、県
内
外
か
ら
約
千
人
が
詰
め
掛

け
ま
し
た
。
�

J
A
X
A
の
作
業
着
姿
で
登
場
し
た

若
田
さ
ん
は
、
映
像
や
ス
ラ
イ
ド
を
使

い
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
I
S
S
）で

船
長
と
し
て
活
動
し
た
半
年
間
の
宇
宙

滞
在
に
つ
い
て
報
告
。
国
立
天
文
台
水

沢
の
研
究
者
と
の
対
談
も
行
わ
れ
「
国

際
的
な
土
俵
で
貢
献
す
る
た
め
に
は
、

常
に
開
発
を
続
け
て
技
術
を
持
つ
こ
と

が
重
要
」
と
語
り
ま
し
た
。
�

■市の人口（9月1日現在）�

住民基本台帳人口 117,796人 （－19） 58,781人（＋2） 59,015人（－21） 41,933（＋19）�

 日本人 114,505人 （－10） 57,226人（－1） 57,279人（－  9） 40,428（＋32）�

 外国人 3,291人 （－  9）   1,555人（＋3）   1,736人（－12）   1,505（－13）�

人数世帯数（前月からの増減）� 男�
�

女� 世帯数�
�

QRコード�
携帯電話webサイト�
「モバイル掛川」�

10
・
11
月�

�

ごみの休日受け入れ�
　環境資源ギャラリー（　23-2273）�

と　き 10/11（土）・26（日）、11/8（土）・23（日）�

 　9：00～11：30

精神保健福祉総合相談�
　　西部健康福祉センター掛川支所（　22-3263）�

と　き　10/28（火）、11/25（火）13：00～（事前予約制）�

ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）�

�

献血　　福祉課（　21-1140）�
と　き　10/21（火）、11/18（火）9：30～11：50、13：00～16：00�

ところ 市役所北側駐車場�

※使用している薬（外用薬を含む）の名前をうかがいます。�

��

次
代
へ
つ
な
ぐ
宇
宙
へ
の
思
い
�

若
田
光
一
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
会
�

�

�

8
月
16
日
、
石
津
区
の
納
涼
祭
が
石
津
多
目
的
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
「
昔
の
あ
そ
び
　
折
り
紙
づ
く
り
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
喜
楽
会
の
女
性
部
の
み
な
さ
ん
が
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

利
用
し
、
折
り
紙
を
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
�

女
性
部
の
み
な
さ
ん
は
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
飛

行
機
、
船
、
鶴
、
風
船
な

ど
を
作
っ
て
み
せ
、
子
ど

も
た
ち
に
そ
れ
を
教
え
て

い
ま
し
た
。
な
か
に
は
、

折
り
紙
と
は
思
え
な
い
素

晴
ら
し
い
「
バ
ラ
の
花
」

の
作
品
も
あ
り
、
み
ん
な

を
驚
か
せ
ま
し
た
。
�

参
加
し
た
子
ど
も
は
、

自
分
や
女
性
部
の
み
な
さ

ん
が
作
っ
た
折
り
紙
を
喜

ん
で
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
�

▲シニアクラブ会員から折り紙を教わる女の子�

「

昔
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」
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思
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�
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�

▲観客のそばに行って、質問に答える若田さん�

ジ
　
 
ャ
　
 
ク
　
 
サ
�

表
紙
で
も
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、我

ら
が
ア
イ
ド
ル「
茶
の
み
や
き
ん
じ
ろ
う

く
ん
」
が
昨
年
に
引
き
続
き
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
○
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い

ま
す
。
�

目
指
す
は
「
ナ
ン
バ
ー
1
」
よ
り
「
オ
ン

リ
ー
1
」
。

み
な
さ
ん

の
温
か
い

一
票
よ
ろ

し
く
お

願
い
し
ま

す
。（
川
）�

�

R

▲「みんなで仲良く出陣じゃ！」�
　（9/9浜松駅前）�

（お詫びと訂正）�

●広報かけがわ9月号6・7ページの「9～10月　秋はお祭り一色」で原谷地区の開催日に誤りがありました。�

　正しくは、10月3～5日（金・土・日）（金曜日の開催は各区で異なります）。訂正してお詫びします。�

�
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